
第 1 1 1 5回 教 育 委 員 会 

 

令和４年９月８日 

県庁舎教育委員室  

 

１ 開   会    午後２時 

 

２ 会議録署名委員の指名 

 

３ 会期の決定 

 

４ 議   題 

議第１号 教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及

び評価について                （教育政策課） 

議第２号 令和４年度山形県教育功労者表彰被表彰者の決定について 

           （教育政策課） 

議第３号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第29条の規定に基づ

く意見について           （教育政策課、教職員課） 

 

５ 閉   会 



議第 １ 号 

教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に

ついて 

教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果につ

いて、別紙のとおり報告書を作成し、県議会に提出するとともに、公表する。 

提 案 理 由 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律第 162号）第 26条第１

項の規定により、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評

価の結果について、報告書を作成し、県議会に提出するとともに、公表するため提案

するものである。 

令和４年９月８日提出 

山形県教育委員会 

教育長 髙 橋 広 樹
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山形県教育懇話会における主な意見等について 

１ 山形県教育懇話会（８月３１日開催）における主な意見 

（１）６教振後期計画全般 

〇 コロナの影響等で未達成となった項目について、例えば、「将来の夢や目標を持っ

ている児童生徒の割合」が計画策定時より低下しているが、別の見方をすれば、コ

ロナ禍前までの教育活動が子どもたちに夢や目標を持たせることに効果があった、

と捉えられるのではないか。コロナ収束後においても、今までやってきたことをそ

のまま繰り返すのではなく、新たな更に効果的な取組みを考えていってほしい。 

〇 移住を検討している人は、移住先でどのような教育が行われているかに強い関心が

あると思う。他県と同じような教育であれば、積極的に山形を選んではくれない。

山形ならではの教育の魅力を発信していく必要があるのではないか。 

（２）主要施策２「思いやりの心と規範意識の育成」関係 

〇 コロナ禍の影響もあり、いじめの性質が変わり、見えにくくなっている状況がある

と思う。いろいろなサインを拾い、小さいうちに解消できるよう、引き続き取り組

んでいってほしい。 

（３）主要施策３「生命の継承の大切さに関する教育の推進」関係 

〇 ジェンダーフリー、男女共同参画等に係る研修について、研修を受ける対象は、子

どもたちなのか。教員や保護者も対象とすべき。 

（４）主要施策６「健やかな体の育成」関係 

○ コロナ禍により、児童生徒が体を動かす機会が減っている。運動する機会を意識的

に作っていかないと、体力の低下、ひいては学習に対する集中力や学ぶ力の低下に

つながっていくと思うので、引き続き取り組んでほしい。

（５）主要施策７「主体的・協働的な学びによる確かな学力の育成と個々の能力を最大限

に伸ばすための環境整備 

〇 「全国学力・学習調査の結果が全国平均以上」とされている目標指標について

（目標⑩、⑪、⑫）、全国平均は目安にはなるが、他県と比較するのではなく、絶対

値（〇〇％以上）を用いたほうが、レベルアップの指標として分かりやすいのでは

ないか。 

〇 医学部医学科、難関大学合格者の割合が着実に増加している。難関大学へ合格する

という結果に価値があるということではなく、生徒のモチベーションを高め、それ

を維持していくという教育が行われていることの現れとして評価できる。 

（６）主要施策９「ＩＣＴを活用した情報活用能力の育成」関係 

〇 ＩＣＴのハード面での環境は整ったが、教員の指導力の差や活用するソフトの充実

などにはまだ課題があると感じる。ＩＣＴ環境整備後の学習効果について定量的に

評価し、活用を推進していくことが必要と思う。 
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（７）主要施策 11「特別支援教育の充実」関係 

〇 ＰＴＡの研修会等でも、発達障がいについて学びたいという要望が多く、自分の

子が発達障がいではないかとの悩みや進学、就職の不安は多くの方が持っていると

思う。不安が少しでも軽くなるよう、取組みを進めてほしい。 

（８）主要施策 18「青少年の地域力の育成・地域活動の促進」関係 

  〇 「高校生のうち、ボランティア活動に参加した生徒の割合」の目標について、今は

ボランティア以外にも、地域の課題解決力の育成につながる取組みなど、生徒の多

様で自発的な活動が多くあるので、そのような活動も評価として見えるようになれ

ばよいと思う。 

（９）主要施策 19「地域の教育力を高める生涯学習環境の充実」関係 

〇 各種事業・講座等への参加人数が目標となっているが、今はウィズコロナという

ことで、オンライン、ハイブリッド開催など様々な工夫をしており、会場までの移

動時間がなくて済むなど、県民へのサービス向上にもつながっていると思う。感染

症のほか、異常気象の影響なども想定される中で、今後、違った指標で評価してい

くことも必要になってくるのではないか。 

 

２ 点検・評価報告書＜案＞の修正について  

８月定例教育委員会及び教育懇話会の御意見を踏まえ、以下の項目を修正 

(※「目標指標」に関する御意見は、「次期教育振興計画」策定の中で検討する。) 

〇主要施策３ 関係（P.8） 

   事業実施状況欄「（２）子どもの健康づくり連携事業」に係る記載について、公立学

校に専門家を派遣し実施した「性、ジェンダーフリー、男女共同参画」等に係る研修

の対象を「児童生徒のほか教員及び保護者」と追記 

（【主要施策６】関係（P.10）、（１）【再掲】も同様に修正） 

〇主要施策９ 関係（P.20～P.21） 

  今後の対応・改善点等欄「（１）ＩＣＴを活用した学習の充実」「（３）教員のＩＣＴ

活用指導力の育成」に係る記載について、ＩＣＴを活用した学習の充実を図るための

ソフト活用を含めた教員のＩＣＴ活用指導力の向上等の取組みを追記 

〇主要事業 18 関係（P.34） 

   今後の対応・改善点等欄「（１）地域青少年ボランティア活動推進事業」に係る記載

について、「地域活動への参画など、身近な自発的行動がボランティアとなることにつ

いて、改めて各学校を通じて生徒への浸透を図りながら、活動を促進していく」との

内容を追記 

 

以 上 
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令
和
３
年
度

 

「
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
状
況
」

 

の
点
検
及
び
評
価
報
告
書

 

＜
案
＞

 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

 

第
２
６
条
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
に
提
出

 

山
形
県
教
育
委
員
会
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第
１
部
 
教
育
委
員
会
の
活
動
状
況
 

教
育
委
員
会
は
、
知
事
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
し
た
、
人
格
が
高
潔
で
、
教
育
、
学
術
及
び

文
化
等
に
関
し
識
見
を
有
す
る
教
育
長
及
び
５
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
合
議
制
の
機
関
で
あ
る
。

 
山
形
県
教
育
委
員
会
で
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

31
年
法
律

第
1
62

号
）
に
規
定
す
る
教
育
に
関
す
る
事
務
に
関
し
て
、
教
育
委
員
会
会
議
に
お
い
て
審
議
す
る

と
と
も
に
、
教
育
現
場
の
実
情
を
把
握
す
る
た
め
、
教
育
関
係
者
等
か
ら
幅
広
く
意
見
を
聴
く
「
教

育
懇
談
会
」、

教
育
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
及
び
当
面
の
検
討
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
う
「
教
育
委
員
協
議
会
」
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

 
ま
た
、
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
、
教
育
を
行
う
た
め
の
諸
条
件
の
整
備
等
に
つ
い
て
、
知
事
と

協
議
、
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

 

１
 
教
育
委
員
会
会
議

 
山
形
県
教
育
委
員
会
会
議
規
則
（
昭
和

3
5
年
４
月
教
育
委
員
会
規
則
第
４
号
）
に
よ
り
、
毎
月

 
１
回
定
例
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
ほ
か
、
必
要
な
場
合
は
臨
時
会
を
開
催
す
る
こ
と
と

 
し
て
い
る
。

 
教
育
委
員
会
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
議
の
概
要
及
び
会
議
資
料
（
秘

密
会
の
議
決
が
あ
っ
た
議
案
を
除
く
）
を
公
開
し
、
県
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
 

な
お
、
令
和
３
年
度
の
開
催
状
況
は
以
下
の
と
お
り
。

 

第
1
09
7回

（
R
3
.4
.
15
）

 

 
 
〇
報
告

 

(
1
)

山
形
県

I
CT
教
育
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

○
議
事

(
1
)

令
和
３
年
度
山
形
県
教
科
用
図
書
選
定
審
議
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

第
1
0
98
回
（

R3
.
5.
2
0）

 

○
議
事

(
1
)

山
形
県
朝
日
少
年
自
然
の
家
に
係
る
指
定
管
理
者
の
募
集
に
つ
い
て

(
2
)

山
形
県
金
峰
少
年
自
然
の
家
に
係
る
指
定
管
理
者
の
募
集
に
つ
い
て

第
1
09
9回

（
R
3
.6
.
10
）

 

○
報
告

(
1
)

国
庫
支
出
金
の
支
出
に
係
る
事
務
処
理
ミ
ス
に
つ
い
て

(
2
)

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
及
び
山
形
県
学
力
等
調
査
に
つ
い
て

○
議
事

(
1
)

令
和
４
年
度
山
形
県
立
高
等
学
校
の
入
学
者
募
集
に
つ
い
て

(
2
)

山
形
県
立
高
等
学
校
管
理
運
営
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

(
3
)

山
形
県
社
会
教
育
委
員
の
解
嘱
及
び
委
嘱
に
つ
い
て

(
4
)

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第

2
9条

の
規
定
に
基
づ
く
意
見
に

つ
い
て

第
1
10
0回

（
R
3
.7

.
19
）

 

○
報
告

(
1
)

令
和
４
年
度
使
用
教
科
用
図
書
に
つ
い
て

○
議
事

(
1
)

令
和
４
年
度
山
形
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て

(
2
)

山
形
県
産
業
教
育
審
議
会
委
員
の
任
命
に
係
る
臨
時
専
決
処
理
の
承
認
に
つ
い
て

(
3
)

教
職
員
の
人
事
に
つ
い
て

第
1
10
1回

（
R
3
.8

.
19
）

 

○
報
告

(
1
)

県
教
育
委
員
会
の
障
が
い
者
雇
用
状
況
に
つ
い
て

○
議
事

(
1
)

山
形
県
立
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
・
中
学
部
及
び
山
形
県
立
中
学
校
に
お
け
る
令
和

４
年
度
使
用
教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い
て

(
2
)

令
和
４
年
度
山
形
県
立
東
桜
学
館
中
学
校
の
入
学
者
募
集
に
つ
い
て

(
3
)

令
和
５
年
度
山
形
県
立
東
桜
学
館
中
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針
の
決
定
に
つ
い
て

(
4
)

令
和
４
年
度
山
形
県
公
立
学
校
教
職
員
人
事
異
動
方
針
に
つ
い
て

第
1
10
2回

（
R
3
.9

.
9）

 

〇
報
告

 

(
1)

令
和
３
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

○
議
事

(
1
)

山
形
県
立
高
等
学
校
及
び
山
形
県
立
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
に
お
け
る
令
和
４
年

度
使
用
教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い
て

(
2
)

教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
に

つ
い
て

(
3
)

令
和
３
年
度
山
形
県
教
育
功
労
者
表
彰
被
表
彰
者
の
決
定
に
つ
い
て

(
4
)

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第

2
9条

の
規
定
に
基
づ
く
意
見
に

つ
い
て

第
1
10
3回

（
R
3
.1

0
.1

4）
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○
報
告

 

(
1
)
  
教
育
長
職
務
代
理
者
の
指
名
に
つ
い
て

 

(
2
)
  
県
立
高
等
学
校
に
お
け
る
個
人
情
報
を
含
む
メ
ー
ル
の
誤
送
信
に
つ
い
て

 

(
3
)
  
令
和
４
年
度
震
災
に
よ
る
福
島
県
等
か
ら
の
山
形
県
立
高
等
学
校
へ
の
受
検
に
係
る

 

実
施
要
項
に
つ
い
て

 

(
4
)
  
令
和
３
年
度
山
形
県
産
業
教
育
審
議
会
に
つ
い
て

 

○
議
事

 

 
(
1)

 
令
和
４
年
度
山
形
県
立
高
等
学
校
及
び
山
形
県
立
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
の
入
学

 

者
募
集
に
つ
い
て

 

(
2
) 

令
和
５
年
度
山
形
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針
の
決
定
に
つ
い
て

 

(
3
)
  
押
印
等
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

 

(
4
)
  
山
形
県
立
高
等
学
校
管
理
運
営
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

 

(
5
)
  
山
形
県
金
峰
少
年
自
然
の
家
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

 

(
6
)
  
山
形
県
体
育
館
及
び
山
形
県
武
道
館
に
係
る
指
定
管
理
者
の
募
集
に
つ
い
て

 

(
7
)
  
教
職
員
の
人
事
に
つ
い
て

 

(
8
)
  
山
形
県
職
員
等
に
対
す
る
退
職
手
当
支
給
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
退
職
手
当
の
支
給

 

制
限
に
つ
い
て

 

 

第
1
10
4回

（
R
3
.1
1
.2
5）

 

○
報
告

 

(
1
) 

令
和
４
年
度
山
形
県
公
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

 

感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

 

(
2
) 

令
和
４
年
度
山
形
県
立
東
桜
学
館
中
学
校
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

 

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

 

 
 
〇
議
事

 

 
 
 

(1
)
  
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
に
規
定
す
る
学
校
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

 

施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

 

(
2
)
  
山
形
県
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を

 

改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

 

(
3
)
  
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第

2
9条

の
規
定
に
基
づ
く
意
見
に

 

つ
い
て

 

 

第
1
10
5回

（
R
3
.1
2
.2
3）

 

○
報
告

 

(
1
) 

令
和
４
年
度
山
形
県
立
東
桜
学
館
中
学
校
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

 

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

 

(
2
) 

令
和
４
年
度
山
形
県
立
米
沢
工
業
高
等
学
校
専
攻
科
入
学
者
選
抜
第
２
次
募
集
に
つ

 

い
て

 

○
議
事

 

(
1
) 

山
形
県
朝
日
少
年
自
然
の
家
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

 

(
2
) 

山
形
県
立
高
等
学
校
体
育
施
設
の
開
放
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の

 

制
定
に
つ
い
て

 

(
3
) 

教
職
員
の
人
事
に
つ
い
て

 

 

第
1
10
6回

（
R
4
.1
.
27
）

 

○
報
告

 

(
1
) 

令
和
３
年
度
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
結
果
に
つ
い
て

 

(
2
) 

令
和
４
年
度
山
形
県
公
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

 

感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

 

(
3
) 

令
和
４
年
度
山
形
県
立
東
桜
学
館
中
学
校
入
学
者
選
抜
の
結
果
に
つ
い
て

 

○
議
事

 

(
1
) 

山
形
県
立
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
・
中
学
部
に
お
け
る
令
和
４
年
度
使
用
教
科
用
図

 

書
の
追
加
採
択
に
係
る
臨
時
専
決
処
理
の
承
認
に
つ
い
て

 

(
2
) 

山
形
県
立
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
に
お
け
る
令
和
４
年
度
使
用
教
科
用
図
書
の
追

 

加
採
択
に
係
る
臨
時
専
決
処
理
の
承
認
に
つ
い
て

 

 

第
1
10
7回

（
R
4
.2
.
10
）

 

○
報
告

 

(
1
) 

最
上
地
区
の
３
分
校
へ
の
副
校
長
の
配
置
に
つ
い
て

 

○
議
事

 

(
1
) 

山
形
県
教
育
委
員
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

 

(
2
)
  
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
に
規
定
す
る
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等

 

に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

 

(
3
)
  
山
形
県
立
学
校
に
お
け
る
学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改

 

正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

 

(
4
)
  
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第

2
9条

の
規
定
に
基
づ
く
意
見
に

 

つ
い
て

 

(
5
)
  
教
職
員
の
人
事
に
つ
い
て

 

 

第
1
10
8回

（
R
4
.3

.
16
）

 

○
報
告

 

(
1
)
 「

不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
発
行
・
活
用
に
つ
い
て

 

議1-7



(
2
) 

山
形
県
立
米
沢
養
護
学
校
高
等
部
就
労
コ
ー
ス
教
育
基
本
計
画
に
つ
い
て

 

(
3
)
  
山
形
県
立
米
沢
養
護
学
校
西
置
賜
校
教
育
基
本
計
画
に
つ
い
て

 

(
4
)
  
令
和
４
年
度
山
形
県
公
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
の
概
要
に
つ
い
て

 

(
5
)
  
庄
内
中
高
一
貫
校
（
仮
称
）
の
校
名
・
校
章
・
校
歌
の
検
討
に
つ
い
て

 

(
6
)
  
庄
内
中
高
一
貫
校
（
仮
称
）
の
併
設
型
高
等
学
校
に
お
け
る
入
学
者
選
抜
の
基
本
的
な

 

方
針
に
つ
い
て

 

 
 
 
  
 
(7
)
  
令
和
３
年
度
山
形
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
授
賞
に
つ
い
て

 

○
議
事

 

(
1
) 

山
形
県
体
育
館
及
び
山
形
県
武
道
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

 

(
2
)
  
山
形
県
立
高
等
学
校
体
育
施
設
の
開
放
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の

 

制
定
に
つ
い
て

 

(
3
)
  
山
形
県
立
高
等
学
校
管
理
運
営
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

 

(
4
)
  
令
和
６
年
度
県
立
中
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針
の
決
定
に
つ
い
て

 

(
5
)
  
山
形
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

 

(
6
)
  
教
育
委
員
会
職
員
の
人
事
に
つ
い
て

 

(
7
)
  
教
職
員
の
人
事
に
つ
い
て

 

 

第
1
10
9回

（
R
4
.3
.
25
）
 

○
報
告

 

(
1
) 

山
形
県
立
米
沢
工
業
高
等
学
校
専
攻
科
に
お
け
る
魅
力
化
・
活
性
化
の
方
策
に
つ
い
て

 

○
議
事

 

(
1
) 

山
形
県
教
育
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

 

(
2
) 

山
形
県
立
高
等
学
校
通
信
教
育
に
関
す
る
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定

 

に
つ
い
て

 

(
3
) 

教
職
員
の
人
事
に
つ
い
て

 

 ２
 
教
育
懇
談
会

 

 
 
委
員
が
、
教
育
関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る
県
民
か
ら
幅
広
く
意
見
を
聴
き
、
教
育
現
場
の
実
情

把
握
に
努
め
、
そ
れ
ら
を
教
育
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
た
。

 

(
1
) 

最
上
地
区
（

R4
.
1.
2
6）

 

①
 
最
上
地
区
各
市
町
村
教
育
委
員
会
と
の
懇
談
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

 

(
2
) 

庄
内
地
区
（

R4
.
2.
2）

 

 
 ①

 
庄
内
地
区
各
市
町
教
育
委
員
会
と
の
懇
談
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

 

 ３
 
教
育
委
員
協
議
会

 

 
 
当
面
す
る
検
討
課
題
等
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
相
互
で
、
あ
る
い
は
県
議
会
文
教
公
安
常
任
委

員
会
委
員
や
県
公
安
委
員
会
委
員
と
の
間
で
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

 

(
1
) 

県
議
会
文
教
公
安
常
任
委
員
会
委
員
と
教
育
委
員
会
委
員
と
の
意
見
交
換
会
（

R
3
.1
1
.5
）
 

 

４
 
総
合
教
育
会
議

 

 
 
教
育
を
行
う
た
め
の
諸
条
件
の
整
備
、
そ
の
他
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
教
育
、
学
術
及
び
文

化
の
振
興
を
図
る
た
め
重
点
的
に
講
ず
べ
き
施
策
等
に
つ
い
て
、
知
事
と
協
議
、
調
整
を
行
っ
た
。

 

 

(
1
) 

第
1
1
回
山
形
県
総
合
教
育
会
議
（

R
4.
2
.1
0）

 

①
 
若
者
の
県
内
定
着
に
向
け
た
産
・
学
等
と
連
携
し
た
取
組
み
の
推
進
に
つ
い
て
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第
２
部

 
教
育
委
員
会
の
事
務
の
点
検
・
評
価
 

 
山
形
県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
基
本
法
第

17
条
第
２
項
に
規
定
す
る
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
教
育
振
興
基
本
計
画
」
と
し
て
平
成

2
7
年
５
月
に
策
定
し
た
「
第
６
次
山
形
県
教
育
振
興
計
画
」（

６

教
振
）
に
基
づ
き
、
事
務
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
当
該
計
画
は
、
基
本
目
標
を
「
人
間
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
山
形
の
未
来
を
ひ
ら
く
人
づ
く
り
」
と
し
、
概
ね

10
年
間
を
通
じ
て
目
指
す
本
県
教
育
の
姿

を
示
す
と
と
も
に
、
計
画
策
定
後
の
前
期
５
年
間
（
平
成

27
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
）
に
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
取
り
組
む
主
要
な
施
策
の
方
向
性
と
具
体
的
な
取
組
み
を
示
し
て
い
る
。
施
策
の
柱
で

あ
る
基
本
方
針
の
下
に
体
系
化
し
た

2
0
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
、
目
標
を
掲
げ
、
取
組
み
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
令
和
元
年
度
、
前
期
計
画
の
課
題
や
成
果
、
状
況
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、「

第

６
次
山
形
県
教
育
振
興
計
画
（
後
期
計
画
）」

を
策
定
し
、
「
情
報
活
用
能
力
の
育
成
」
等
を
加
え
た

2
1
の
主
要
施
策
に
よ
り
施
策
展
開
を
図
っ
て
い
る
。

 

 基
本
方
針
Ⅰ
 
「
い
の
ち
」
を
大
切
に
し
、
生
命
を
つ
な
ぐ
教
育
を
推
進
す
る

 
 主

要
施
策
１

 
「
い
の
ち
の
教
育
」
の
推
進

 

自
己
と
他
者
の
「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
を
理
解
し
、「

生
き
方
」
に
つ
い
て
主
体
的
に
考
え
、
尊
重
し
合
う
児
童
生
徒
の
育
成
に
向
け
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
に
お
け
る
取
組
み
を
推
進
す
る
。
 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

主 要 施 策 １
 

①
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

う
児
童
生
徒
の
割
合
（
文
部
科
学
省

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
）

 

小
6：

8
4.
5％

・
中

3
：

8
0
.0
％

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

小
6：

8
3.
5％

・
中

3
：

7
7
.8
％

 
 

（
H
31
.
4）

 

   

②
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
る
児

童
生
徒
の
割
合
（
文
部
科
学
省
「
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」）

 

小
6：

8
6.
5％

・
中

3
：

7
3
.5
％
 

 

【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

小
6：

8
4.
8％

・
中

3
：

7
2
.3
％
 

 
（

H
3
1.
4）

 

（
１
）
「
い
の
ち
の
教
育
」
総
合
推
進
事
業

 

・
児
童
生
徒
の
自
己
肯
定
感
の
向
上
や
「
生
き
方
」

を
主
体
的
に
考
え
る
意
識
の
醸
成
を
図
る
た
め
、

小
中
学
校
に
お
い
て
、
地
域
等
と
連
携
し
、
成
長

段
階
に
応
じ
た
職
業
現
場
の
見
学
・
体
験
や
職
業

人
講
話
な
ど
の
取
組
み
を
実
践

 

・
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
「『

生
命
』
の
大
切

さ
を
学
ぶ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（

H
31
.
3
月
策
定
）

等
を
踏
ま
え
、
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
に
お
い

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
等
の

体
験
活
動
な
ど
、
成
長
段
階
に
応
じ
た
「
い
の
ち

の
教
育
」
を
実
践

 

・
「
い
の
ち
の
教
育
」
に
係
る
先
進
的
・
意
欲
的
な
取

組
み
を
「
『
い
の
ち
の
教
育
』
実
践
事
例
集
」
と
し

て
取
り
ま
と
め
、
県
内
の
学
校
等
に
周
知
・
普
及

（
小
中
学
校
県
内
４
地
域
か
ら
各

1～
３
校
、
高

等
学
校
１
校
、
累
計

 
小
中
学
校

34
校
、
高
等
学

校
5
校
）

 

・
「
い
の
ち
の
教
育
」
に
係
る
実
践
等
に
つ
い
て
、
教

員
研
修
等
の
機
会
を
通
し
、
周
知
・
普
及



・
「
道
徳
及
び
『
い
の
ち
』
の
教
育
推
進
協
議
会
」

（
主
催
：
義
務
教
育
課
）
に
お
い
て
、
「
い
の
ち
の

○
概
ね
達
成

 

小
6：

8
0.
1％

・
中

3
：
8
0
.1
％

(
R4
.
4)
 

(
小

6：
79
.
4％

・
中

3：
7
9.
4％

(
R3
.
5)

) 

        ×
未
達
成

 

小
6：

8
0.
4％

・
中

3
：
6
9
.7
％

(
R4
.
4)
 

(
小

6：
81
.
2％

・
中

3：
7
2.
3％

(
R3
.
5)

) 

 

※
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
学
校
行
事
や
職
場
体

験
・
見
学
、
そ
の
他
の
校
外
学
習
の
機

会
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
対
話

や
協
働
に
よ
る
学
習
活
動
の
機
会
が
減

り
、
お
互
い
の
関
わ
り
の
中
で
自
己
有

用
感
や
あ
こ
が
れ
を
感
じ
た
り
、
行
事

を
通
し
て
達
成
感
を
味
わ
っ
た
り
す
る

（
１
）

 

・
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
も
活
用
し
て
様
々
な
人
と
の
交
流
体
験
を
す

る
機
会
の
充
実
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
将
来
を

見
通
し
た
目
標
設
定
に
つ
な
げ
て
い
く
。
 

      ・
「
い
の
ち
の
教
育
」
の
優
れ
た
実
践
事
例
等
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
研
修
等
の
機
会
を
通
し
て

周
知
し
、
全
県
へ
の
取
組
み
の
普
及
を
進
め
て

い
く
。

 

       

  

議1-9



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

教
育
」
の
実
践
事
例
・
成
果
等
を
共
有
す
る
と
と

も
に
、
学
識
経
験
者
の
助
言
を
得
な
が
ら
、
今
後

の
取
組
み
を
協
議
（
９
月
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、
１
月

は
参
集
に
よ
り
開
催
）


経
験
が
不
足
し
た
影
響
を
受
け
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

 

 

   主
要
施
策
２

 
思
い
や
り
の
心
と
規
範
意
識
の
育
成
 

思
い
や
り
の
心
と
規
範
意
識
の
育
成
に
向
け
て
、
道
徳
教
育
・
人
権
教
育
の
取
組
み
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
や
不
登
校
へ
の
対
応
及
び
未
然
防
止
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
児

童
生
徒
へ
の
多
様
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
教
育
相
談
体
制
の
一
層
の
整
備
充
実
を
図
る
。
 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

        主 要 施 策 ２
 

          

③
学
校
の
き
ま
り
（
規
則
）
を
守
っ
て

い
る
児
童
生
徒
の
割
合

 

（
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」）

 

1
0
0％

に
近
づ
け
る

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

小
6：

9
4.
2％

・
中

3
：

9
6
.2
％
 

（
H
31
.
4）

 

              

（
１
）
道
徳
教
育
・
人
権
教
育
の
充
実

 

・
児
童
生
徒
の
規
範
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
、
教
育

事
務
所
の
学
校
訪
問
を
通
し
た
助
言
等
に
よ
り
、

各
学
校
に
お
け
る
教
科
の
学
習
や
生
徒
会
活
動
等

と
関
連
さ
せ
た
道
徳
教
育
、
家
庭
と
連
携
し
た
情

報
モ
ラ
ル
教
育
の
実
践
等
を
推
進

 

・
「
山
形
県
人
権
教
育
推
進
方
針
」
に
つ
い
て
、「

学

校
教
育
指
導
の
重
点
」
に
コ
ラ
ム
と
し
て
掲
載
す

る
な
ど
、
周
知
・
普
及

 

・
「
道
徳
及
び
『
い
の
ち
』
の
教
育
推
進
協
議
会
」

（
主
催
：
義
務
教
育
課
）
に
お
い
て
、
道
徳
教

育
・
人
権
教
育
の
実
践
事
例
・
成
果
等
を
共
有
す

る
と
と
も
に
、
学
識
経
験
者
の
助
言
を
得
な
が

ら
、
今
後
の
取
組
み
を
協
議
（
９
月
は
オ
ン
ラ
イ

ン
、
１
月
は
参
集
に
よ
り
開
催
）
 

・
道
徳
教
育
地
域
支
援
事
業
（
小
１
校
）
及
び
人
権

教
育
研
究
指
定
校
事
業
（
小
中
各
１
校
）
に
よ
る

学
校
の
実
践
を
支
援

 

道
徳
教
育

 
置
賜
地
区
１
校

 

 
 
人
権
教
育

 
村
山
地
区
２
校
 

 

※
各
事
業
は
毎
年
度
県
内
４
地
区
か
ら
１
地
区
を

 

選
定
し
文
部
科
学
省
の
委
託
を
受
け
て
実
施

 

－
 
※
調
査
項
目
削
除

 

                      

（
１
）

 

・
引
き
続
き
、
道
徳
教
育
地
域
支
援
事
業
及
び
人

権
教
育
研
究
指
定
校
事
業
を
実
施
し
、
そ
の
成

果
等
に
つ
い
て
「
道
徳
及
び
『
い
の
ち
』
の
教

育
推
進
協
議
会
」
に
お
い
て
共
有
す
る
と
と
も

に
、
優
れ
た
実
践
事
例
の
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
等
に
よ
り
、
全
県
へ
展
開
し
て
い
く
。

 

                

 

議1-10



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

               主 要 施 策 ２
 

               

④
い
じ
め
の
認
知
件
数
に
占
め
る
、
い

じ
め
が
解
消
し
て
い
る
も
の
の
割
合

 

（
小
・
中
・
高
・
特
支
）

 

（
県
独
自
調
査
「
い
じ
め
に
関
す
る
定

期
調
査
」）

 

1
0
0％

に
近
づ
け
る

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

9
7
.
8％

 

（
H
29

認
知
分

 
H
3
1.
3
.3
1
時
点
）

 

 

    

（
２
）
チ
ー
ム
学
校
に
よ
る
相
談
体
制
の
充
実
強
化

 

・
専
門
知
識
を
も
っ
た
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

教
育
相
談
員
等
の
外
部
専
門
員
を
学
校
に
配
置

（
中
：

91
名
を

9
4
校
へ
配
置
（
学
区
内
の
小
学

校
に
も
対
応
）
 
高
：
全
校
配
置
）

 

・
家
庭
環
境
等
の
問
題
に
関
し
て
学
校
・
家
庭
・
福

祉
機
関
等
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
を
派
遣

（
４
教
育
事
務
所
、

1
1
市
町
、

1
3
小
学
校
）

 

・
全
て
の
小
中
学
校
、
高
等
学
校
に
お
い
て
、
い
じ

め
ア
ン
ケ
ー
ト
（
年
２
回
）
と
面
談
、
保
護
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
年
２
回
）
を
実
施

 
 

・
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
（
県
、
県
教
育
委

員
会
及
び
関
係
機
関
に
よ
り
構
成
）
、
い
じ
め
問
題

審
議
会
（
い
じ
め
の
防
止
等
の
対
策
を
実
効
的
に

行
う
た
め
県
教
育
委
員
会
が
設
置
）
を
開
催
し
、

い
じ
め
防
止
の
施
策
等
に
つ
い
て
協
議
・
検
討

（
各

1
回
）

 

・
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
、
長
期
休
業
後
に
、
児
童
生
徒

の
心
の
ケ
ア
等
に
関
す
る
実
態
調
査
を
実
施
（
５

月
、
９
月
、
２
月
）

 

・
い
じ
め
解
決
支
援
チ
ー
ム
（
４
教
育
事
務
所
に
配

置
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
Ｓ
Ｓ
Ｗ
、
青
少
年
指
導
担

当
、
生
徒
指
導
担
当
指
導
主
事
等
に
よ
る
組
織
）

の
学
校
訪
問
等
に
よ
り
、
各
学
校
の
い
じ
め
防
止

対
策
へ
の
助
言
や
い
じ
め
疑
い
事
案
へ
の
対
応
へ

の
支
援
を
実
施
（
エ
リ
ア
Ｓ
Ｓ
Ｗ
及
び
青
少
年
指

導
担
当
に
よ
る
予
防
講
話
等
延
べ

2
33

回
）

 

・
各
地
区
に
お
け
る
い
じ
め
・
不
登
校
の
未
然
防
止

に
向
け
た
学
校
で
の
取
組
み
を
支
援
（
４
教
育
事

務
所
で
そ
れ
ぞ
れ
２
回
の
研
修
会
を
開
催
）

 

・
引
き
続
き
児
童
生
徒
・
保
護
者
向
け
に
い
じ
め
を

未
然
に
防
止
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
活
用
を
促
進

 

（
全
小
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
に
デ
ー
タ
を
送
付

) 

・
全
公
立
高
等
学
校
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
い
じ

◎
達
成

 

9
9
.
6％

 
R
2
認
知
分

 
R4

.
3.
31

時
点

  

(
9
8
.9
％

 
R1

認
知
分

 
R
3
.3
.3
1
時
点

) 

 

※
い
じ
め
の
定
義
の
理
解
が
進
み
、
い
じ

め
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
用
し

た
学
校
で
の
児
童
生
徒
と
の
面
談
な
ど

に
よ
り
、
各
校
で
の
早
期
発
見
・
早
期

対
応
が
な
さ
れ
、
ほ
ぼ
全
て
の
い
じ
め

が
解
消
さ
れ
て
い
る
。

 

   

（
２
）

 

・
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
引
き
続
き
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等
に
お
い

て
、
い
じ
め
問
題
に
係
る
最
新
の
研
究
や
動

向
、
全
国
の
先
進
的
な
取
組
み
を
共
有
し
、
い

じ
め
の
未
然
防
止
、
重
大
事
案
へ
の
対
応
力
の

向
上
を
図
り
な
が
ら
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
等
外
部
専
門
家
の
配
置
や
い
じ
め
解
決
支
援

チ
ー
ム
の
体
制
を
継
続
し
、
支
援
を
行
っ
て
い

く
。

 

                         

 

議1-11



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

   主 要 施 策 ２
 

   

め
等
の
相
談
を
実
施
（

13
5
件
）
 

・
不
登
校
児
童
生
徒
の
自
立
を
支
援
す
る
関
係
機
関

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
検
討
の
た
め
の
会
議
を

開
催
（
６
月
、

10
月
）

 

・
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
を
網
羅
的
に
ま
と
め
た

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
（
詳
細
版

1
,0
00

部
、
概

要
版

2
0
,0
00

部
）
 

・
運
動
部
活
動
に
お
け
る
い
じ
め
・
体
罰
の
根
絶
に

向
け
た
運
営
統
括
責
任
者
研
修
会
を
実
施
（
オ
ン

ラ
イ
ン
研
修
１
回
、

1
0
5
名
参
加
）

 

 

 ・
県
内
４
地
区
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
自

立
を
支
援
す
る
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
を
進
め
て
い
く
（
令
和
４
年
度
は
置
賜
地
区

に
て
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
）。

 

  ・
運
動
部
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け
る
い
じ

め
・
体
罰
根
絶
に
向
け
、
指
導
方
法
や
指
導
者

の
意
識
改
革
等
を
学
校
現
場
に
浸
透
さ
せ
て
い

く
た
め
、
研
修
方
法
を
工
夫
し
て
い
く
。

 

   主
要
施
策
３

 
生
命
の
継
承
の
大
切
さ
に
関
す
る
教
育
の
推
進
 

現
在
の
人
口
減
少
の
状
況
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
自
分
が
受
け
継
い
だ
大
切
な
生
命
を
、
次
代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
し
、
児
童
生
徒
が
、
自
分
の
人
生
へ
の
展
望
を
も

ち
、
自
身
の
生
き
方
を
考
え
る
取
組
み
を
推
進
す
る
。

 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

     主 要 施 策 ３
 

      

⑤
本
県
独
自
教
材

※
を
活
用
し
た
授
業
を

実
施
し
た
県
立
高
等
学
校
の
割
合

（
県
高
校
教
育
課
調
べ
）

 

1
0
0％

 

※
「
生
命
を
次
代
に
つ
な
ぐ
意
識
啓
発
事
業
 

高
等
学
校
家
庭
科
指
導
事
例
集
」
 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

8
4
.
0％

（
H
30
）
 

 

  

（
１
）
生
命
を
次
代
に
つ
な
ぐ
意
識
啓
発
事
業

 

・
次
代
の
親
世
代
と
な
っ
た
と
き
の
自
身
の
在
り
方

を
考
え
さ
せ
る
本
県
独
自
教
材
の
普
及
・
活
用
を

推
進
 

            

◎
達
成

 

1
0
0％

(
R3

) 

(
8
5
.7
％

(
R
2)
) 

 

※
各
学
校
に
お
い
て
家
庭
科
に
お
け
る
ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
学
習
と
関
連

付
け
て
活
用
す
る
こ
と
は
定
着
し
て
き

て
い
る
。

 

※
各
学
校
で
は
、
教
科
書
を
主
と
し
て

使
用
し
て
指
導
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
県
独
自
教
材
の
活
用
を
促
進
し
て
い

る
。

 

 
独
自
教
材
の
活
用
に
つ
い
て
再
度
周
知

し
た
結
果
、
副
読
本
と
し
て
の
活
用
を

含
め
、

10
0％

の
実
施
に
つ
な
が
っ

た
。

 

（
１
）

 

・
本
県
独
自
教
材
に
つ
い
て
、
学
校
の
要
望
を
受

け
て
関
連
す
る
統
計
デ
ー
タ
等
を
改
訂
し
て
い

る
旨
を
周
知
し
な
が
ら
、
県
立
高
等
学
校
に
お

け
る
活
用
を
促
し
、
生
徒
が
将
来
に
つ
い
て
考

え
る
授
業
の
実
践
を
推
進
し
て
い
く
。

 

          

 

議1-12



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

 主 要 施 策 ３
 

 

（
２
）
子
ど
も
の
健
康
づ
く
り
連
携
事
業

 

・
公
立
学
校
に
専
門
医
を
派
遣
し
、「

性
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
フ
リ
ー
、
男
女
共
同
参
画
」
に
係
る
内
容
や
各

学
校
の
健
康
課
題
に
応
じ
た
内
容
で
児
童
生
徒
の

ほ
か
、
教
職
員
及
び
保
護
者
へ
研
修
す
る
こ
と
に

よ
り
、
健
康
教
育
を
推
進
（
小

1
3
校
、
中

11

校
、
高

14
校
、
特
支
２
校
に
派
遣
）

 

 
（
２
）

 

・
子
ど
も
の
健
康
課
題
に
地
域
全
体
で
取
り
組
む

た
め
、
専
門
医
や
医
療
機
関
と
連
携
し
、

「
性
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
、
男
女
共
同
参

画
」
に
係
る
内
容
や
各
学
校
の
健
康
課
題
に
応

じ
た
研
修
の
内
容
を
深
め
、
健
康
教
育
を
充
実

さ
せ
て
い
く
。

 

   基
本
方
針
Ⅱ
 
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
成
す
る

 
 主

要
施
策
４

 
教
育
の
原
点
で
あ
る
家
庭
教
育
、
幼
児
教
育
の
推
進
 

保
護
者
の
学
習
機
会
の
創
出
に
よ
り
、
親
の
不
安
や
悩
み
を
軽
減
し
、
よ
り
温
か
い
親
子
関
係
の
構
築
に
つ
な
が
る
よ
う
家
庭
教
育
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
幼
児
教
育
で
は
、
幼
児
期
と
小
学
校
以
降
の

学
び
を
つ
な
ぎ
、
幼
稚
園
教
育
要
領
等
及
び
学
習
指
導
要
領
で
目
指
す
資
質
・
能
力
の
育
成
を
推
進
す
る
。

 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

       主 要 施 策 ４
 

      

⑥
保
護
者
用
学
習
資
料

※
を
活
用
し
た
講

座
・
研
修
会
等
の
実
施
回
数

 

（
県
生
涯
教
育
・
学
習
振
興
課
調
べ
）

 

1
3
0
回
 

※
県
生
涯
教
育
・
学
習
振
興
課
作
成
資
料

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

9
6
回
（

H3
0）

 

 

  

（
１
）
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
協
働
推
進
事
業

 

・
指
導
者
向
け
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
保
護
者
向
け
「
や
ま

が
た

子
育

ち
５

か
条

」
リ

ー
フ

レ
ッ
ト

に
よ

る
周

知
や
活
用
を
推
進
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

2
0
,0
00

部
作

成
）

 

・
保
護
者
や
子
育
て
前
の
世
代
に
対
し
、
家
庭
教
育

に
関
す
る
学
習
機
会
や
親
子
一
緒
で
の
体
験
活
動

の
機
会
を
提
供
（
や
ま
が
た
子
育
ち
講
座
、
幼
児

共
育
ふ
れ
あ
い
広
場
）
（

3
0
市
町
村
で

15
6
回
）
 

・
事
業
所
等
を
対
象
に
家
庭
教
育
出
前
講
座
を
実
施

（
５
事
業
所
・
団
体
）

 

・「
子
ど
も
の
生
活
習
慣
に
関
す
る
指
針
」
を
県
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
普
及

 

・
家
庭

教
育

支
援
者

及
び

行
政

担
当

者
の

資
質
向

上

の
た
め
の
研
修
会
を
実
施
（
県
内
４
地
区
で
８
回
、

延
べ

7
24

名
参
加
）

 

・
家
庭
教
育
に
関
す
る
電
話
相
談
窓
口
を
設
置
（
相
談

件
数
延
べ

1
94

回
）、

健
康
福
祉
部
と
連
携
し
、
Ｓ

◎
達
成

 

1
7
3
回

 

(
講
座

55
回
 
、
研
修
会
等

11
8
回

) 

(
1
3
5
回

(R
2
))
 

 ※
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
感
染
防
止

対
策
を
講
じ
な
が
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

等
の
機
会
を
設
け
た
り
、
就
学
時
健

診
の
場
で
「
や
ま
が
た
子
育
ち
５
か

条
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な

ど
し
、
保
護
者
へ
の
学
習
機
会
を
提

供
す
る
市
町
村
が
増
加
し
た
。

 
 

 
 

     

（
１
）

 

・
家
庭
教
育
に
係
る
講
座
等
に
つ
い
て
、
感
染
防

止
対
策
を
講
じ
て
実
施
し
た
事
例
を
情
報
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
円
滑
な
実
施
を
支
援
す
る
ほ

か
、
引
き
続
き
市
町
村
と
連
携
し
、
若
年
層
の

保
護
者
や
子
育
て
前
の
世
代
に
対
す
る
学
習
機

会
、
体
験
活
動
及
び
交
流
の
機
会
を
提
供
し
て

い
く
。

 

・
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
家
庭
教
育
に
つ
い
て
の
助

言
等
を
掲
載
し
、
保
護
者
等
へ
周
知
し
て
い

く
。

 

・
相
談
体
制
の
強
化
に
向
け
て
、
引
き
続
き
家
庭

教
育
の
支
援
に
取
り
組
む
団
体
の
把
握
に
努
め

る
と
と
も
に
、
家
庭
教
育
支
援
及
び
行
政
担
当

者
の
資
質
向
上
と
地
域
内
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
進
め
る
。

 

・
家
庭
教
育
に
関
す
る
電
話
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
相
談
に
つ
い
て
健
康
福
祉
部
等
と
連
携
し
、

   

議1-13



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

  主 要 施 策 ４
 

 

Ｎ
Ｓ

を
活

用
し

た
相

談
体

制
を

構
築
（

相
談

件
数

延
べ

 
67

9
件
）
 

 （
２
）
幼
児
教
育
推
進
事
業

 

・
幼
稚
園
教
育
課
程
研
究
協
議
会
に
お
い
て
小
学
校

へ
の
接
続
を
踏
ま
え
た
教
育
課
程
に
つ
い
て
の
理

解
を
促
進
（
県
内
３
地
区
で
開
催
、

3
0
5
名
参

加
）

 

 
 

   ※
公
立
・
私
立
や
施
設
類
型
の
垣
根
を

越
え
て
幼
児
教
育
を
推
進
す
る
体
制

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
足

踏
み
状
態
が
続
き
、
結
果
的
に
県
内

の
幼
児
教
育
の
質
の
停
滞
及
び
教
育

内
容
の
幼
保
小
連
携
不
足
等
が
生
じ

て
い
る
。

 

必
要
に
応
じ
運
用
の
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
継

続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

 

 （
２
）
 

・
先
進
自
治
体
に
学
び
な
が
ら
、
幼
児
教
育
推
進

体
制
構
築
の
た
め
に
、
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
設

置
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

 

 

   主
要
施
策
５

 
豊
か
な
心
の
育
成
 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
急
速
に
変
化
し
、
バ
ー
チ
ャ
ル
で
の
体
験
が
増
え
て
い
る
時
代
に

こ
そ
必
要
な
表
現
力
や
思
考
力
、
想
像
力
等
を
培
い
、
豊
か
な
感
性
や
人
間
味
あ
ふ
れ

る
心
、
思
い
や
り
の
心
を
育
む
た
め
に
、
読
書
活
動
や
文
化
芸
術
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
体
験
活
動
や
奉
仕
活
動
の
充
実
を
図
る
。

 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

      主 要 施 策 ５
 

      

⑦
読
書
が
好
き
な
児
童
生
徒
の
割
合

 

（
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」
）

 

小
6：

7
9.
5％

・
中

3
：

6
9
.5
％
 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

小
6：

7
8.
7％

・
中

3
：

6
8
.7
％
 

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 
（

H
3
1
.4
）
  

 

 

   

 

（
１
）
読
育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業

 

・
「
第
３
次
山
形
県
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」

（
H
29
.
3
月
策
定
）
を
研
修
会
や
講
座
開
催
等
に

よ
り
普
及
・
啓
発
（
研
修
会
：
４
地
区
で
４
回
 

 
講
座
：
４
地
区
で
５
回
（
置
賜
は
２
回
））

 

・
読
育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会
を
開
催
（
県
内
４

地
区
で
各
１
回
、

2
00

名
参
加
）

 

・
読
育
推
進
連
携
講
座
を
県
内
４
地
区
で
開
催
し
、
読

み
聞

か
せ
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の

連
携

や
地

域
教
育

資
源

を
組
み

合
わ
せ

た
魅
力
的

な
読

み
聞

か
せ
の

機
会
を
提
供
（
置
賜
地
区
２
回
、そ

の
他
地
区
１
回
）
 

      

○
概
ね
達
成

 

小
6：

7
5.
2％

・
中

3
：
6
9
.8
％

(
R4
.
4)
 

(
調
査
項
目
削
除

(
R
3.
5
))
 

 ※
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
感
染
防
止

対
策
を
講
じ
な
が
ら
読
育
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
研
修
会
や
読
育
推
進
連
携

講
座
を
実
施
し
た
。
い
ず
れ
も
定
員

を
超
え
る
参
加
申
込
み
が
あ
り
、
研

修
会
や
講
座
終
了
後
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
児
童
生
徒
に

対
し
て
読
み
聞
か
せ
を
行
う
サ
ー
ク

ル
等
の
活
動
の
充
実
や
家
庭
で
の
読

書
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
た
。

 

 
 
 

 

 

（
１
）

 

・
公
立
図
書
館
（
室
）
と
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル

等
が
連
携
し
て
、
読
み
聞
か
せ
に
関
わ
る
担
当

者
の
資
質
向
上
に
つ
な
が
る
研
修
会
、
親
子
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
と
体
験
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
読
書
に
親
し
む
機
会
や
環
境
を
充
実
さ

せ
て
い
く
。

 

・
小
中
学
校
に
お
い
て
、
学
校
図
書
館
の
効
果
的

な
活
用
や
、
公
立
図
書
館
（
室
）
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地

域
の
読
み
聞
か
せ
団
体
等
と
連
携
し
、
読
書
活

動
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。
 

      

   

議1-14



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

        主 要 施 策 ５
 

 

（
２
）
学
校
に
お
け
る
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

 

・
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
の
開
催
へ
の
支
援
（
感
染
防

止
対

策
を
講

じ
な
が

ら
、
県
文

化
祭

は
村

山
地
区

で
、
全
国
文
化
祭
は
和
歌
山
県
で
、
共
に
参
集
型
で

開
催
）

 

・
生

徒
に
と

っ
て
望

ま
し
い
部

活
動
の

実
施
環

境

の
構
築
に
向
け
、「

山
形
県
に
お
け
る
文
化
部
活
動

の
在
り
方
に
関
す
る
方
針
」
に
つ
い
て
県
高
等
学
校

文
化

連
盟
理

事
会
等

の
会
議
を

通
じ

て
周

知
を
図

る
と
と
も
に
、
同
連
盟
事
務
局
、
各
専
門
部
と
も
連

携
し
、
文
化
部
活
動
を
推
進

 

・
県
内
の
文
化
芸
術
団
体
等
と
連
携
し
、
児
童
生
徒
へ

の
文
化
芸
術
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
（
文
化
庁
事
業
の

活
用

及
び
小

中
学
校

音
楽
教
室

支
援

事
業

の
活
用

９
市
町
：
小

3
6
校
、
中
９
校
、
特
支
４
校

 
計

58

回
）
 

 （
３
）
青
少
年
環
境
教
育
事
業

 

・
青
少
年
の
自
立
を
促
す
た
め
の
体
験
型
環
境
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
有
効
性
の
検
証
を
行
う
と

と
も
に
、
令
和
４
年
度
か
ら
の
実
行
委
員
会
組
織

に
よ
る
自
走
化
に
向
け
て
、
海
洋
ご
み
学
習
や
海

洋
ご
み
回
収
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
実
施

 

  

（
２
）

 

・
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
講

じ
な
が
ら
、
山
形
交
響
楽
団
と
連
携
し
、
小
中
学

校
、
高
等
学
校
に
お
い
て
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
芸
術
文
化
の
鑑
賞
機
会

を
提
供
し
て
い
く
。

 

           （
３
）

 

・
令
和
４
年
度
か
ら
、
民
間
支
援
団
体
で
構
成
す

る
実
行
委
員
会
組
織
に
よ
り
、
海
洋
ご
み
回
収

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
含
む
環
境
教
育
ツ

ア
ー
を
継
続
し
て
い
く
。

 

            

議1-15



主
要
施
策
６

 
健
や
か
な
体
の
育
成
 

児
童
生
徒
の
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
健
康
教
育
の
充
実
を
図
り
、
食
育
を
推
進
す
る
。
児
童
生
徒
の
体
力
の
向
上
に
向
け
て
、
体
育
授
業
等
の
充
実
や
教
員
の
指
導
力
の
向
上
を
図
る
。
 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

 
 

            主 要 施 策 ６
 

              

            ⑧
毎

日
朝

食
を

摂
っ

て
い

る
児

童
生

徒

の
割
合

 

（
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」
）

 

9
0
％
程
度

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

小
6：

8
8.
9％

・
中

3
：

8
7
.2
％

 

（
H
31
.
4）

 

      ⑨
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率

 

（
１
日

60
分
以
上
）（

小
５
）

 

（
ス
ポ
ー
ツ
庁
「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、

運
動
習
慣
等
調
査
」）

 

5
0
.
0％

 

（
１
）
子
ど
も
の
健
康
づ
く
り
連
携
事
業

 

・
公
立
学
校
に
専
門
医
を
派
遣
し
、「

性
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
フ
リ
ー
、
男
女
共
同
参
画
」
に
係
る
内
容
や
各
学

校
の

健
康
課

題
に
応

じ
た
内
容

で
児

童
生

徒
の
ほ

か
、

教
職
員

及
び
保

護
者

へ
研

修
す

る
こ

と
に
よ

り
、
健
康
教
育
を
推
進
（
小

13
校
、
中

1
1
校
、
高

1
4
校
、
特
支
２
校
に
派
遣
）【

再
掲
】

 

・
教
育
課
程
と

が
ん
教
育
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
が

ん
教
育
推
進
協
議
会
で
検
討
し
、
推
進
校
で
の
取
組

み
や
指
導
者
・
外
部
指
導
者
研
修
会
（

4
3
名
参
加
）

の
実
施
に
よ
り
が
ん
教
育
を
推
進

 

 （
２
）
い
の
ち
輝
く
食
育
推
進
事
業

 

・
各

学
校

に
お

い
て

栄
養
教
諭

等
を
中

心
と

し
て

教

科
等

の
授
業

や
給
食

の
時
間
に

お
け

る
食

に
関
す

る
指
導
、
個
別
の
児
童
生
徒
へ
の
相
談
指
導
を
実
施

 

・
小
学
校
（
高
学
年
）、

中
学
校
及
び
高
等
学
校
へ
の

食
や

栄
養
の

専
門
家

の
派
遣
に

よ
る

講
習

会
等
を

実
施
（
小
４
校
、
高
５
校

 
計
９
校
）

 

・
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
の
連
携
に
よ
る
「
応
援

給
食
事
業
」
を
実
施
し
、
栄
養
教
諭
等
が
行
う
児

童
生
徒
の
成
長
に
合
わ
せ
た
栄
養
ク
イ
ズ
や
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
の
交
流
等
を
通
し
て
食
に
関
す

る
理
解
を
深
め
、
食
育
を
推
進
（
３
校
で
実
施
）

 

   （
３
）
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
元
気
ア
ッ
プ
推
進
事

 

 
 
 
業
 

・
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
応
じ
て
、
体
育
授
業
は

可
能
な
限
り
屋
外
で
、
対
人
競
技
や
チ
ー
ム
ス
ポ
ー

ツ
は
、
人
が
密
集
し
た
り
接
触
し
た
り
す
る
機
会
を

            ✕
未
達
成

 

小
6：

8
6.
3％

・
中

3
：
8
3
.3
％

(
R4
.
4)
 

(
小

6：
87
.
9％

・
中

3：
8
5.
9％

(
R3
.
5)

) 

（
参
考
）

 

「
毎
日
食
べ
て
い
る
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
食
べ
て
い
る
」
児
童
生
徒
の
割
合

 

小
6：

9
5.
8％

・
中

3
：
9
4
.1

(R
4
.
4)
 

 

※
小
中
学
校
と
も
策
定
時
を
下
回
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
の
学
校
教
育
活
動
の
制
限
や
生

活
様
式
の
変
化
等
に
よ
り
生
活
習
慣

が
乱
れ
た
こ
と
な
ど
が
要
因
と
考
え

ら
れ
る
。

 

 ×
未
達
成

 

3
9
.
2％

 

(
調
査
中
止

(R
2
))
 

 

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感

（
１
）

 

・
子
ど
も
の
健
康
課
題
に
地
域
全
体
で
取
り
組
む

た
め
、
専
門
医
や
医
療
機
関
と
連
携
し
、

「
性
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
、
男
女
共
同
参

画
」
に
係
る
内
容
や
各
学
校
の
健
康
課
題
に
応

じ
た
研
修
の
内
容
を
深
め
、
健
康
教
育
を
充
実

さ
せ
て
い
く
。
【
再
掲
】

 

  
 

  （
２
）

 

・
朝
食
欠
食
に
よ
り
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、
不
規

則
な
生
活
を
送
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
子
ど
も

の
心
身
の
発
達
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
引
き
続
き
、
栄
養
教
諭
等
を
中
心
と

し
た
食
に
関
す
る
指
導
、
食
や
栄
養
の
専
門
家

の
派
遣
に
よ
る
指
導
・
助
言
を
徹
底
し
て
い
く
。

ま
た
、
各
学
校
の
食
育
計
画
に
基
づ
き
学
校

給

食
時
間
を
活
用
し
な
が
ら
豊
か
な
心
を
育
む
と

と
も
に
食
の
大
切
さ
を
指
導
し
て
い
く
。
 

 
 

 

     （
３
）

 

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
学
校
生
活
や
家
庭
生

活
の
中
で
で
き
る
具
体
的
な
運
動
事
例
を
示
し

た
り
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
等
の
活
動
を
働
き
か
け
る
な
ど
、

  

議1-16



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

     主 要 施 策 ６
 

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

4
0
.
1％

（
R
1）

 

 

つ
く

ら
ず
個

人
の
技

能
を
高
め

る
学

習
に

す
る
な

ど
工
夫
し
な
が
ら
各
学
校
で
指
導
・
実
践

 

・
県
教
育
委
員
会
が

体
育
授
業
に
お
け
る
具
体
的
な

動
き
の
例
を
提
示
し
、
各
学
校
で
体
育
授
業
や
学
校

教
育
活
動
の
中
で
、
課
題
に
応
じ
た
取
組
み
を
実
践

す
る
よ
う
指
導
（

1
学
校

1
取
組
み
等
）

 

・
体
育
・
保
健
体
育
授
業
の
充
実
の
た
め
、
専
門
的
な

知
識

と
技
能

を
有
す

る
外
部
指

導
者

を
小

中
学
校

に
派
遣
（

2
5
校

3
4
名
）
 

・
教
員
を
対
象
に
し
た
体
育
指
導
力
向
上
研
修
会
、

柔
道
安
全
講
習
会
、
楽
し
い
体
育
授
業
づ
く
り
講

習
会
を
開
催
（
村
山
・
最
上
・
庄
内
地
区
各
１

回
、
置
賜
地
区
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
中

止
）
 

・
武
道
指
導
推
進
モ
デ
ル
校
（
２
校
）
を
指
定
し
、

体
育
授
業
に
お
け
る
武
道
指
導
の
充
実
を
推
進

（
剣
道
、
空
手
道
に
係
る
地
域
指
導
者
を
体
育
授

業
に
派
遣
、
モ
デ
ル
校
は
４
校
を
予
定
し
て
い
た

が
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
２
校
に
減
）

 

染
防

止
の

た
め

に
活

動
が

制
限

さ
れ

る
な
ど
、
子
ど
も
の
運
動
機
会
が
減
少

し
た
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

 

各
学

校
で

実
施

し
た

体
力

テ
ス

ト
８

項
目

の
体

力
合

計
点

は
全

体
的

に
低

下
傾
向
で
あ
り
、
特
に
、
体
育
授
業
及

び
部

活
動

に
お

い
て

「
マ

ス
ク

を
着

用
し

て
で

き
る

運
動

に
留

め
る

こ

と
」

な
ど

の
制

限
も

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

持
久

力
の

低
下

が
顕

著
で

あ
っ

た
。

 

 

 

運
動
機
会
の
創
出
を
図
っ
て
い
く
。

 

・
小
中
高
等
学
校
の
体
育
担
当
に
よ
る
体
力
向
上

対
策
会
議
等
に
お
い
て
、
課
題
や
取
組
み
を
共

有
し
て
い
く
と
と
も
に
、
専
門
性
を
有
す
る
外

部
指
導
者
を
活
用
し
た
体
育
授
業
の
改
善
や
、

各
校
の
児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
体
力
向
上

対
策
を
実
践
し
て
い
く
。

 

・
引
き
続
き
、
大
学
教
授
等
か
ら
提
供

を
受
け
た

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
で
作

成
し
た
家
庭
で
も
実
践
で
き
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
、
県
内
の
学
校
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
動
画
・
学
習
カ
ー
ド
等
の
内

容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

 

  

   基
本
方
針
Ⅲ
 
社
会
を
生
き
ぬ
く
基
盤
と
な
る
確
か
な
学
力
を
育
成
す
る

 
 主

要
施
策
７

 
主
体
的
・
協
働
的
な
学
び
に
よ
る
確
か
な
学
力
の
育
成
と
個
々
の
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
た
め
の
環
境
整
備
 

主
体
的
・
協
働
的
な
学
び
に
よ
り
、
確
か
な
学
力
の
育
成
を
推
進
す
る
。
そ
の
た
め
、
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善
、
学
校
経
営
及
び
指
導
方
法
に
つ
い
て
の
評
価
検
証
プ
ロ
セ
ス
の
充
実
、
教
員
の
指
導
力

の
向
上
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
個
々
の
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
た
め
、
「
教
育
山
形
『
さ
ん
さ
ん
』
プ
ラ
ン
」
の
効
果
検
証
や
今
後
の
展
開
の
検
討
、
学
力
向
上
の
た
め
の
効
果
的
・
効
率
的
な
体
制
や
環

境
の
整
備
等
を
行
う
。

 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

 主 要 施 策

⑩
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
正
答
率

が
全
国
平
均
以
上
の
科
目
数

 

（
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」
）

 

6
科
目

※
中

4
科
目
 

（
１
）
社
会
を
生
き
ぬ
く
確
か
な
学
力
育
成
事
業

 

 
＜
小
中
学
校
＞

 

・
山
形
県
学
力
等
調
査
を
小
中
学
校
（
小
５
・
中
２
）

で
実
施

 

・
外

部
有

識
者

を
交

え
た
学
力

向
上
推

進
会

議
の

開

×
未
達
成

 
 

6
科
目
中

3
科
目
(
R
4.
4
) 

(
4
科
目
中

2
科
目

(
R3
.
5)

) 

 

※
中

学
校

で
は

全
て

の
教

科
で

全
国

平

（
１
）

 

・
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
等
の
結
果
を
踏
ま

え
、
学
力
向
上
推
進
会
議
に
お
い
て
外
部
有
識

者
に
よ
る
客
観
的
・
専
門
的
な
知
見
か
ら
の
意

見
を
聴
取
し
、
協
議
・
検
討
を
行
う
。

 

   

議1-17



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

７
 

                主 要 施 策 ７
 

             

※
R4
：
国
、
算
・
数
、
理
 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

5
科
目
中

2
科
目
（

H3
1
.4
）

 

              ⑪
国
語
、
算
数
・
数
学
・
理
科
の
勉
強

が
「
好
き
」
な
児
童
生
徒
の
割
合
が

全
国
平
均
以
上
の
科
目
数

 

(
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」
）

 

6
科
目

※
中

4
科
目
 

※
R4
：
国
、
算
・
数
、
理
 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

5
科
目
中

2
科
目
（

H3
1
.4
）

 

    ⑫
国
語
、
算
数
・
数
学
・
理
科
の
授
業

の
内
容
が
「
分
か
る
」
と
答
え
た
児

童
生
徒
の
割
合
が
全
国
平
均
以
上
の

催
（
１
回
）
及
び
課
題
が
見
ら
れ
る
算
数
・
数
学
、

英
語
に
係
る
教
科
部
会
の
開
催
（
各
２
回
）

 

・
日
常
の
組
織
的
な
授
業
改
善
を
推
進
す
る
た
め
、
指

導
主

事
と
学

力
支
援

ア
ド
バ
イ

ザ
ー

に
よ

り
構
成

さ
れ

る
学
力

向
上
支

援
チ
ー
ム

を
４

教
育

事
務
所

に
５
名
配
置
し
、
小
中
学
校

11
3
校
に

2
5
8
回
派

遣
 

・
県
内
全
て
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
、
山
形
県
学
力
等
調
査
の
結
果
等
を
踏

ま
え
、
目
指
す
資
質
・
能
力
育
成
に
向
け
た
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成

 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
拠
点
校
（
小
中
各
４
校
）
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
果
的
・
効
率
的
な
指
導
方

法
に
つ
い
て
公
開
授
業
研
究
会
開
催
（
４
地
区
で
延

べ
８
回
開
催
、
国
語
・
算
数
・
数
学
・
理
科
等
）
や

事
例
集
の
作
成
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
よ
り
普
及

推
進
 

 （
２
）
少
人
数
学
級
編
制
等
推
進
事
業

 

・
少
人
数
学
級
編
制
「
教
育
山
形
『
さ
ん
さ
ん
』
プ
ラ

ン
」
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
個
々
の
能
力
を
最
大
限

に
伸
ば
し
、「

わ
か
る
授
業
」「

い
じ
め
や
不
登
校
の

な
い
楽
し
い
学
校
」
に
向
け
た
取
組
み
を
促
進
（
義

務
教
育
課
に
よ
る
学
校
訪
問
８
校
）

 

・
各
学
校
に
お
い
て
「
探
究
型
学
習
」
を
核
と
し
た

授
業
改
善
を
推
進
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
中
堅

教
員
を
「
教
育
マ
イ
ス
タ
ー
」
に
指
定
し
、
研
修

に
よ
り
能
力
向
上
を
図
り
、
各
校
に
お
け
る
校
内

Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
推
進
（
研
修
会
は
全
県
２
回
、
地
区
毎

１
回
開
催
）

 

・
学
級
編
制
に
よ
り
多
人
数
単
学
級
（

34
～

4
0
人
）

と
な
る
学
校

(
4
6
校

)に
対
し
、
児
童
生
徒
一
人
ひ

と
り
へ
の
き
め
細
か
な
指
導
を
行
う
た
め
、
学
習
指

導
員

の
配
置

に
よ
り

教
員
を
支

援
す

る
体

制
を
確

保
 

均
を
上
回
っ
た
。
小
学
校
の
国
語
と
理

科
は
全
国
平
均
と
同
程
度
、
算
数
は
全

国
平
均
を
下
回
っ
た
。

 

 

              ◎
達
成

 
 

6
科
目
中

4
科
目
(
R
4.
4
) 

(
4
科
目
中

3
科
目

(
R3
.
5)
 

 

※
算
数
、
数
学
以
外
で
全
国
平
均
を
上
 

回
っ
た
。

 

 

 

      ◎
達
成

 
 

6
科
目
中

4
科
目
(
R
4.
4
) 

(
4
科
目
中

3
科
目

(
R3
.
5)

) 

・
算
数
・
数
学
、
英
語
に
つ
い
て
、
評
価
問
題
の

実
施
に
よ
り
課
題
を
把
握
し
、
各
教
科
部
会
に

お
い
て
評
価
・
検
討
を
行
う
。

 

・
学
力
向
上
推
進
会
議
の
提
案
、
各
教
科
部
会

（
算
数
・
数
学
、
英
語
）
の
検
討
等
を
踏
ま

え
、
学
力
向
上
支
援
チ
ー
ム
の
学
校
訪
問
、
公

開
授
業
研
究
会
等
に
よ
り
「
習
得
・
活
用
・
探

究
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
授
業
改
善
を
推
進

し
て
い
く
。

 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
拠
点
校
に
お
け
る
各
教
科
の

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
授
業
の
実
践
事
例
に
つ
い

て
、
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
指

導
資
料
の
共
有
、
授
業
動
画
の
公
開
等
に
よ

り
、
各
校
へ
の
普
及
を
図
り
、
効
果
的
・
効
率

的
な
指
導
を
推
進
し
て
い
く
。

 

   （
２
）

 

・
こ
れ
ま
で
の
「
教
育
山
形
『
さ
ん
さ
ん
』
プ
ラ
ン
」

の
成
果
と
課
題
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
市
町

村
の
現
状
の
把
握
に
努
め
、
文
部
科
学
省
の
定

数
改
善
の
方
向
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
の

少
人

数
学

級
編

成
の

在
り

方
を

検
討

し
て

い

く
。
 

・
小
学
校
高
学
年
に
お
け
る
教
科
担
任
制
や
中
学

校
に

お
い

て
複

数
学

年
の

教
科

を
受

け
持

つ

「
タ
テ
持
ち
」
へ
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

教
育
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
の
枠
組
み
を
活
用
し
、

教
科
指
導
の
専
門
性
向
上
に
向
け
た
「
教
科
担

任
マ
イ
ス
タ
ー
」
に
よ
る
授
業
改
善
の
取
組
み

を
推
進
し
て
い
く
。

 

・
引
き
続
き
、
学
習
指
導
員
の
配
置
に
努
め
、
小
中

学
校
に
お
け
る
き
め
細

か
な
指
導
体
制
の
整
備

を
支
援
し
て
い
く
。

 

      

議1-18



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

                 主 要 施 策 ７
 

             

科
目
数

 

（
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」
）

 

6
科
目

※
中

4
科
目
 

※
R4
：
国
、
算
・
数
、
理
 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

5
科
目
中

2
科
目
（

H3
1
.4
）
 

   ⑬
学

校
の

教
育

目
標

を
踏

ま
え

た
教

科

横
断

的
な

視
点

の
指

導
計

画
を

作
成

し
て
い
る
学
校
の
割
合

 

小
6：

9
3.
0％

･中
3：

89
.
5％

 

 

【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

小
6：

8
5.
4％

・
中

3
：

7
8
.6
％
 

（
H
31
.
4）

 

   ⑭
県
内
大
学
等
へ
の
県
内
進
学
者
の
割

 

 
合

 

（
文
部
科
学
省
「
学
校
基
本
調
査
」

) 

3
1
.
5％

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

3
0
.
8％

（
H
31
.
4）

 

  

    

           ・
学
力
向
上
支
援
チ
ー
ム
の
学
校
訪
問
に
よ
り
、
小
中

学
校

に
お
け

る
学
力

向
上
に
向

け
た

教
科

横
断
的

な
視
点
の
指
導
計
画
の
作
成
を
支
援

 

        （
３
）
社
会
を
生
き
ぬ
く
確
か
な
学
力
育
成
事
業

 

＜
高
等
学
校
＞

 

・
進
学
者
が
多
い

2
1
校
に
よ
る
協
議
会
等
を
通
し
て

進
学
指
導
体
制
や
授
業
の
改
善
、
探
究
型
学
習
を
一

層
推
進
（
協
議
会
２
回
開
催
）

 

・
進
学
指
導
重
点
校
を

12
校
に
拡
充
し
、
指
導
事
例

を
共
有
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
お
い
て
教

員
の
指
導
力
向
上
及
び
生
徒
の
学
力
向
上
、
難
関
大

学
志
望
者
数
増
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進

 

・
生

徒
の

読
書

意
欲

や
プ
レ
ゼ

ン
能
力

の
向

上
を

図

る
た

め
の
ビ

ブ
リ
オ

バ
ト
ル
山

形
県

大
会

を
開
催

（
８
校

14
名
参
加
）

 

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
探
究
型
学
習
課
題
研
究
発
表
会

 

 

※
算
数
・
数
学
以
外
で
全
国
平
均
を
上
回

っ
た
。

 

 

   

    ○
概
ね
達
成

 

小
6：

9
5.
1％

・
中

3
：
8
6
.3
％

(
R4
.
4)
 

(
小

6：
97
.
3％

・
中

3：
8
1.
5％

(
R3
.
5)

) 

 

※
小

中
学

校
と

も
(
新

)
学

習
指

導
要

領

で
求
め
ら
れ
て
い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
が
図
ら
れ
、
作

成
が
進
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

   ×
未
達
成

 
 

2
7
.
9％

(R
3
.4

) 

(
2
7
.9
％

(
R
2.
4
))
 

 

※
大
学
等
進
学
率
は

46
.4
％
で
前
年
度

よ
り

0
.3

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る

一
方
で
、
県
内
進
学
者
は

48
名
減
と

な
り
、
県
内
進
学
率
は
前
年
度
と
同
率

で
あ
る
。
高
校
生
の
県
内
大
学
へ
の
理

解
促
進
、
定
員
数
の
多
い
山
形
大
学
に

合
格

す
る

水
準

の
学

力
育

成
が

必
要

で
あ
る
。
 

 

           ・
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
ぬ
く
た
め
に
必
要
な

資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
は
教
科
横
断

的
な
視
点
で
の
指
導
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
、
研
修
等
を
通
し
て
周
知
、
指
導
、
助
言
し
て

い
く
。

 

 
 

     （
３
）

 

・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
を
促
す
等
、

山
形
大
学
を
中
心
と
す
る
県
内
大
学
へ
の
進
学

者
の

増
加

を
図

る
進

学
指

導
を

実
践

し
て

い

く
。
ま
た
、
各
校
に
お
い
て
、
県
内
大
学
教
授
を

招
い
て
の
大
学
紹
介
や
模
擬
講
義
を
実
施
す
る

な
ど
、
県
内
大
学
の
魅
力
を
紹
介
し
、
県
内
大
学

と
の
高
大
連
携
を
進
め
、
地
元
大
学
進
学
者
の

増
加
を
図
る
。

 

・
生
徒
の
県
内
定
着
を
図
る
た
め
、
県
内
の
大
学

と
連
携
し
、
地
元
大
学
促
進
セ
ミ
ナ
ー
や
地
元

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
生
徒
の

地
元
大
学
進
学
へ
の
意
識
を
高
め
つ
つ
、
学
力

 

        

  

議1-19



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

                 主 要 施 策 ７
 

             

⑮
医
学
部
医
学
科
、
難
関
大
学
合
格
者

 
 

の
割
合
（
県
高
校
教
育
課
調
べ
）

 

5
％
以
上

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

5
％
（

H
30
）
 

 

は
規
模
を
縮
小
し
て
実
施
。

7
6
テ
ー
マ
を
発
表
。

 

・
若
者
の
県
内
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、
地
元
大
学
進

学
促
進
セ
ミ
ナ
ー
（
３
年
生

1
34

名
参
加
、
１
・
２

年
生

3
4
1
名
参
加
）
、
山
形
大
学
工
学
部
を
訪
問
す

る
地
元
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
（
２
年
生

9
6
名

参
加
）
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
山
形
大
学
医
学
部

と
連
携
し
た
医
進
塾
（

12
校

70
名
参
加
）
に
よ
り
、

医
師
を
目
指
す
機
運
を
醸
成

 

・
難

関
大

学
を

目
指

す
生
徒
を

対
象
と

し
て

オ
ン

ラ

イ
ン
難
関
大
講
座
（
１
・
２
年
生

3
23

名
参
加
）
を

実
施
 

 （
４
）
探
究
型
学
習
推
進
事
業

 

・
探
究
科
・
普
通
科
探
究
コ
ー
ス
を
始
め
と
し
、
全
県

立
学
校
に
お
い
て
主
体
的
・
協
働
的
に
探
究
し
て
い

く
授
業
を
実
施

 

（
探
究
科
：
山
形
東
高
、
米
沢
興
譲
館
高
、
酒
田
東

高
（
２
年
次
か
ら
理
数
探
究
科
、
国
際
探
究
科
を

選
択
）
）

 

（
普
通
科
探
究
コ
ー
ス
：
寒
河
江
高
、
新
庄
北
高
、

長
井
高
）

 

・
全

県
立

高
等

学
校

に
お
け
る

探
究

型
学
習

の
取

組

み
を

学
力
向

上
の
観

点
か
ら
評

価
す

る
仕

組
み
を

構
築
す
る
た
め
、
探
究
科
、
普
通
科
探
究
コ
ー
ス
設

置
校
に
お
い
て
、
各
教
科
等
の
探
究
型
学
習
の
評
価

手
法
及
び
評
価
規
準
を
研
究
・
開
発

 

 （
５
）
科
学
探
究
人
材
育
成
事
業

 

＜
小
中
学
校
＞

 

・
義
務
教
育
段
階
で
は
、
数
学
的
・
科
学
的
思
考
力
の

 

育
成
に
向
け
「
理
数
教
育
プ
ラ
ン
」
を
策
定

 

＜
高
等
学
校
＞

 

・
今
後
、
よ
り
生
徒
に
必
要
と
な
る
数
学
的
・
科
学

的
思
考
力
の
育
成
の
た
め
、
全
校
へ
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
指
定
校
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
、

 

◎
達
成

 
 

6
.
7％

 

(
5
.
6％

(R
2
))
 

 ※
探
究
型
学
習
の
成
果
を
、
学
校
推
薦
型

や
総

合
型

選
抜

に
活

用
し

た
生

徒
が

複
数

い
た

こ
と

や
生

徒
が

高
い

志
望

を
持

ち
最

後
ま

で
諦

め
ず

に
強

気
で

出
願

し
た

こ
と

な
ど

が
要

因
で

割
合

が
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 

向
上
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

 

・
引
き
続
き
、
医
進
塾
の
実
施
に
よ
り
県
内
で
医

師
を
目
指
す
高
い
志
を
育
成
し
て
い
く
。

 

・
難
関
大
学
等
へ
の
出
願
者
増
加
に
向
け
て
、
各

校
で
進
学
セ
ミ
ナ
ー
や
進
路
講
話
を
充
実
さ

せ
、
高
い
志
と
学
力
を
育
成
し
て
い
く
。

 

 

     （
４
）

 

・
引
き
続
き
、
全
県
立
高
等
学
校
に
お
い
て
探
究

型
学
習
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
探
究
科
、
普
通

科
探
究
コ
ー
ス
設
置
校
で
研
究
・
開
発
し
た
各

教
科
等
の
評
価
手
法
及
び
評
価
規
準
を
研
修
会

の
開
催
に
よ
り
全
校
に
展
開
し
て
い
く
。

 

         （
５
）

 

・
算
数
・
数
学
部
会
で
作
成
し
た
資
料
等
を
活
用

し
な
が
ら
、「

理
数
教
育
プ
ラ
ン
」
に
従
い
指

導
体
制
の
整
備
、
教
員
の
指
導
力
向
上
等
の
視

点
に
基
づ
き
計
画
的
に
学
習
の
充
実
に
取
り
組

む
。
 

・
引
き
続
き
、
高
等
学
校
で
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
の

活
動
や
探
究
型
学
習
課
題
研
究
発
表
会
の
開
催

 

     

議1-20



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

          主 要 施 策 ７
 

  

４
校
）
で
の
取
組
の
実
践
事
例
等
の
普
及
を
行

う
。
 

 
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校

:
 東

桜
学
館
高

 

 
 
 
 

 
 
 

 
米
沢
興
譲
館
高

 

 
 
 
 

 
 
 

 
鶴
岡
南
高

 

 
 
 
 

 
 
 

 
酒
田
東
高
(
R
3
年
度
か
ら
指
定

) 
 

 

・
各

県
立

高
等

学
校

に
お
け
る

生
徒
の

探
究

型
学

習

の
意
欲
の
向
上
、
理
数
分
野
に
お
け
る
探
究
的
な
学

び
の
促
進
を
図
る
た
め
、
全
県
立
高
等
学
校
を
対
象

と
し
た
探
究
型
学
習
課
題
研
究
発
表
会
を
開
催
（

76

テ
ー
マ
を
発
表
（
参
考
：

R
2
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

中
止
、

R1
の
発
表
テ
ー
マ
は

11
0
））

 

・
生
徒
が
主
体
的
に
課
題
を
設
定
し
探
究
活
動
に
取

り
組
む
意
識
を
醸
成
し
、
探
究
型
学
習
の
実
践
に

つ
な
げ
る
た
め
「
科
学
の
甲
子
園
山
形
県
大
会
」

を
開
催

 
 

 （
６
）
県
立
高
等
学
校
産
振
設
備
整
備
事
業

 

・
地
域
産
業
を
担
う
人
材
の
育
成
に
必
要
な
産
業
教

育
振
興
設
備
の
計
画
的
な
更
新
を
実
施
（
３
校
３

設
備
）

 

・
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
産
業
教
育
装
置
の
整
備
（
ス
マ

ー
ト
専
門
高
校
事
業
・

18
校

79
設
備
）

 

に
よ
り
、
理
数
分
野
を
活
用
し
た
探
究
的
な
学

び
を
促
進
す
る
。

 

・
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
取
組
成
果
の
全
県
立
高
等
学
校
で
の

活
用
に
向
け
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
に
お
け
る
「
課
題

探
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
作
成
を
支
援
し
て
い

く
。
 

           （
６
）

 

・
引
き
続
き
、
国
の
経
済
対
策
等
を
積
極
的
に
活

用
し
な
が
ら
、
設
備
の
計
画
的
な
更
新
を
進
め

て
い
く
。

 

            

議1-21



基
本
方
針
Ⅳ
 
変
化
に
対
応
し
、
社
会
で
自
立
で
き
る
力
を
育
成
す
る

 
 主

要
施
策
８

 
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
に
対
応
す
る
実
践
的
な
力
の
育
成
 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
実
践
的
な
力
を
育
成
す
る
た
め
、
外
国
語
（
英
語
）
教
育
を
充
実
す
る
と
と
も
に
グ
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
を
踏
ま
え
た
地
域
課
題
に
向
き
合
う
力
の
育
成
や
、
環
境
教
育
及
び
主

権
者
教
育
・
消
費
者
教
育
の
推
進
、
高
等
教
育
の
充
実
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
児
童
生
徒
が
抱
え
る
困
難
に
応
じ
た
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備
を
行
う
。

 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

            主 要 施 策 ８
 

            

⑯
Ｃ

Ｅ
Ｆ

Ｒ
※
 
Ａ

１
レ

ベ
ル

相
当

以
上

の
英

語
力

を
取

得
ま

た
は

有
す

る
と

思
わ
れ
る
中
学
生
の
割
合

 

（
文
部
科
学
省
「
英
語
教
育
実
施
状
況
調

査
」）

 

5
0
.
0％

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

3
6
.
4％

（
H
30
）
 

     ⑰
Ｃ

Ｅ
Ｆ

Ｒ
※
 
Ａ

２
レ

ベ
ル

相
当

以
上

の
英

語
力

を
取

得
ま

た
は

有
す

る
と

思
わ
れ
る
高
校
生
の
割
合

 

（
文
部
科
学
省
「
英
語
教
育
実
施
状
況
調

査
」）

 

5
0
.
0％

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

4
3
.
2％

（
H
30
）
 

 

     

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
外
国
語
（
英
語
）
能
力

 

を
育
成
す
る
た
め
、
令
和
３
～
６
年
度
の
４
年
間

 

を
見
通
し
た
小
中
高
の
事
業
内
容
及
び
成
果
指
標

 

を
定
め
た
「
英
語
教
育
プ
ラ
ン
」
を
策
定

 

 
 
 

（
１
）
社
会
を
生
き
ぬ
く
確
か
な
学
力
育
成
事
業

 

＜
小
中
学
校
＞

 

・
県
内
４
地
区
で
英
語
教
育
実
践
リ
ー
ダ
ー
（
小
中

各
10

名
）
を
任
命
し
、
実
践
研
究
や
県
内
へ
の

授
業
公
開
等
を
実
施

 

（
授
業
公
開

 
４
地
区
で
各
２
回
）

 

・
英
語
教
育
実
践
リ
ー
ダ
ー
の
実
践
研
究
等
の
成
果

と
し
て
、
授
業
動
画
や
教
材
等
に
つ
い
て
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
全
県
に
発
信

 

 
（
発
信
数

 
延
べ

7
回
）

 

＜
高
等
学
校
＞

 

・
英
語
に
よ
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
力
の
育
成
を
目
的
と
し

 

た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
・
高
校
生
英
語
デ
ィ
ベ

 

ー
ト
大
会
を
各
１
回
実
施

 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

外
部
講
師
に
よ
る
研
修
等
の

実
施
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
英
語
教
育
研
修
２

回
）
 

・
生
徒
が
授
業
で
の
学
び
の
成
果
を
発
揮
す
る
機
会

と
し
て
、
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
海
外
と
の
交
流
事
業
等
を
開
催

 

（
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
：

1
0
校
参
加
、
英
語
デ

ィ
ベ
ー
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
合
宿
：

1
1
校
参
加
）

 

・
海
外
と
の
英
語
を
使
用
し
た
遠
隔
授
業
の
実
施
に

向
け
た
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

 

×
未
達
成

 
 

3
8
.
9％

 

(
調
査
中
止

(R
2
))
 

 

※
参
考
：

3
4.
8％

（
R
1
公
表
値
）
 

※
令
和
２
年
度
の
県
独
自
ア
ン
ケ
ー
ト

（
参
考
値
）
の
結
果

3
2
.5
％
よ
り
、

6
.
4
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
が
、
目
標
値

に
は
達
し
て
い
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
学
習
活
動
の
制
限
な
ど
が
要
因
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

 

   ×
未
達
成

 

4
6
.
9％

 

(
調
査
中
止

(R
2
))
 

  
※
参
考
：

4
4
.3
％
（

R1
公
表
値
）

 

 
 
※
令
和
２
年
度
の
独
自
調
査
の
結
果

4
6
.
9％

と
同
じ
で
あ
っ
た
。
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
へ
の
民
間
の
英
語
資

格
・
検
定
試
験
導
入
見
送
り
が
あ
っ

た
も
の
の
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
や
リ
ス

ニ
ン
グ
を
含
め
た
統
合
的
な
英
語
力

を
測
ろ
う
と
す
る
生
徒
が
一
定
数
い

た
。

 

 
 

 

・「
英
語
教
育
プ
ラ
ン
」
を
も
と
に
、
小
中
高
を
通

し
た
英
語
授
業
の
改
善
、
教
員
の
英
語
指
導
力

向
上
、
英
語
教
育
推
進
の
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

 

 （
１
）

 

・
各
地
区
の
小
中
学
校
に
お
け
る
校
内
研
修
等
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
引
き
続
き
、
英
語
教
育
実
践

リ
ー
ダ
ー
を
任
命
す
る
。（

県
内
４
地
区
で
小
中

各
10

名
、
累
計
：
小
中
各

20
名
）。

 

・
英
語
教
育
実
践
リ
ー
ダ
ー
の
指
導
力
向
上
を
図

る
た
め
、
実
践
研
究
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る

と
と
も
に
、
外
部
講
師
を
招
聘
し
て
の
研
修
や

市
町
村
教
育
委
員
会
へ
の
訪
問
に
よ
る
指
導
・

助
言
を
充
実
さ
せ
る
。

 

・
高
等
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ
る

英
語

に
よ

る
デ

ィ
ベ

ー
ト

力
を

育
成

す
る

た

め
、
生
徒
の
英
語
力
に
合
わ
せ
た
デ
ィ
ベ
ー
ト

力
育
成
に
向
け
た
研
修
、
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大

会
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

 

・
教
員
の
英
語
指
導
力
向
上
に
向
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を
充
実
さ
せ
る
。

 

・
海
外
と
の
遠
隔
教
育
に
よ
る
実
践
的
な
英
語
力

育
成
に
向
け
た
モ
デ
ル
校
で
の
調
査
研
究
の
成

果
を
ま
と
め
、
全
県
へ
の
普
及
を
進
め
て
い
く
。 

    

 

     

 

     

議1-22



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

              主 要 施 策 ８
 

                

⑱
Ｃ

Ｅ
Ｆ

Ｒ
※
 
Ｂ

２
レ

ベ
ル

相
当

の
英

語
力
の
あ
る
英
語
担
当
教
員
の
割
合

 

（
文
部
科
学
省
「
英
語
教
育
実
施
状
況
調

査
」）

 

中
：
5
0
.0
％
・
高
：

8
5
.0
％

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

中
：

29
.1
％
・
高
：
60
.3
％
（
H3
0）

 

  ※
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
：
英
語
力
を
「
Ａ
１
、
Ａ
２
、
Ｂ
１
、
 

Ｂ
２
、
Ｃ
１
、
Ｃ
２
」
の
６
段
階
で
評
価
す
る
 

国
際
指
標
 

 
Ａ
１
：
実
用
英
語
技
能
検
定

(英
検
)３

級
程
度
 

 
Ａ
２
：
英
検
準
２
級
程
度
 

 
Ｂ
２
：
英
検
準
１
級
程
度
 

                   

モ
デ
ル
校
：

山
形
工
業
高
校

 

海
外
の
教
育
機
関
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
接
続
し
、

英
語
を
使
用
し
て
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
交
流
事

業
を
開
催

 

＜
中
高
共
通
＞

 

・
中
学
校
と
高
等
学
校
の
英
語
教
員
に
よ
る
相
互
授

業
参
観
を
実
施
（
４
地
区
中
高
各
１
回
開
催
予
定

だ
っ
た
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
を
併
用
し
て
開
催
し
た
地
区
が
３
地

区
、
参
集
型
が
１
地
区
）

 

・
英
語
教
員
を
対
象
と
し
た
英
語
指
導
力
向
上
に
資

す
る
研
修
会
を
開
催
（
中

:全
県
で
１
回
、
高

:上

山
明
新
館
高
校
と
酒
田
光
陵
高
校
を
研
修
協
力
校

と
し
て
、
村
山
地
区
と
置
賜
地
区
は
上
山
明
新
館

高
校
で
、
最
北
地
区
と
庄
内
地
区
は
酒
田
光
陵
高

校
で
研
修
会
を
そ
れ
ぞ
れ
年
１
回
実
施
）

 

       （
２
）
高
校
生
海
外
留
学
支
援
事
業

 

・
国
際
的
な
視
野
と
外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
高
校
生
の
短
期
留
学
を
支
援

（
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
実
績
な
し
）。

探

究
科
設
置
校
と
海
外
の
教
育
機
関
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
接
続
し
、
英
語
を
使
用
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

交
流
す
る
機
会
を
創
出
（
米
沢
興
譲
館
高
４
回
、

山
形
東
高
１
回
）

 

   

×
未
達
成

 

中
：
3
5
.6
％
 

高
：
7
3
.1
％
 

（
調
査
中
止

(
R
2)
）
 

 
 ※
参
考
：

2
5.
2％

(中
学
校

) 

 
 
 
 

 
 7
1
.3
％
(
高
等
学
校

) 

 
 
 
 

 
（

R1
公
表
値
）

 

 

※
文

部
科

学
省

の
調

査
が

中
止

と
な

っ

た
た
め
、
本
県
独
自
に
同
様
の
調
査
を

実
施
し
た
。

 

※
 
中
学
校
に
お
い
て
は
、
令
和
２
年
度

の
県
独
自
ア
ン
ケ
ー
ト
（
参
考
値
）
の

結
果

3
2
.7
％
よ
り

2.
9
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
た
が
、
目
標
値
に
は
達
し
て
い
な

い
。
英
語
力
の
向
上
の
必
要
性
を
伝
え

な
が
ら
、
資
格
取
得
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
。

 

※
高

等
学

校
で

は
、

若
手

教
員

を
中

心

に
、
英
語
に
関
す
る
研
修
へ
の
参
加
者

が
増
加
し
、
そ
の
成
果
を
図
る
こ
と
を

目
的

に
外

部
検

定
試

験
を

利
用

し
よ

う
と
す
る
教
員
が
い
る
た
め
、
令
和
２

年
度

の
県

独
自

ア
ン

ケ
ー

ト
（

参
考

値
）
の
結
果

6
9
.3
％
よ
り

3.
8
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
た
。

 

        

     ・
英
語
教
育
に
係
る
小
中
高
の
校
種
間
の
円
滑
な

接
続
に
向
け
た
教
員
へ
の
研
修
を
充
実
さ
せ

る
。

 

・
教
員
の
英
語
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
新
学
習
指

導
要
領
の
全
面
実
施
を
踏
ま
え
、
教
員
の
英
語

使
用
の
意
義
と
効
果
を
周
知
・
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
オ
ン
ラ
イ
ン
受
験
や
各
種

研
修
参
加
者
へ
の
呼
び
掛
け
等
に
よ
り
受
験
機

会
の
充
実
を
図
り
、
資
格
取
得
を
促
進
し
て
い

く
。

 

        （
２
）

 

・
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
引
き
続

き
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
交
流
・
課
題
研
究

発
表
会
の
開
催
等
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

対
応
す
る
実
践
的
な
力
の
育
成
を
図
っ
て
い

く
。

 

      

 

     

議1-23



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

              主 要 施 策 ８
 

                

⑲
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
探
究
型

学
習
に
取
り
組
む
県
立
高
校
の
割
合

 

（
県
高
校
教
育
課
調
べ
）

 

7
0
.
0％

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

6
5
.
4％

（
R
1）

 

 

（
３
）
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
探
究
的
な
学
び
の
推

進
 

・
地
域
で
の
体
験
や
地
域
の
人
と
の
関
わ
り
を
通
し

て
、
地
域
の
よ
さ
や
課
題
を
捉
え
、
解
決
に
解
決

に
向
け
て
主
体
的
・
協
働
的
に
取
り
組
む
意
識
を

醸
成
す
る
た
め
、
地
域
課
題
解
決
等
を
テ
ー
マ
と

し
、
市
町
村
や
産
業
界
等
と
の
協
働
に
よ
る
学
習

活
動
を
実
施
（
市
町
村
や
産
業
界
と
の
協
働
活
動

を
取
り
入
れ
て
い
る
高
校
：
本
校
分
校
別
、
全
定

通
課
程
別
全

5
2
校
中

51
校
）
 

・
各
県
立
高
等
学
校
に
お
け
る
生
徒
の
探
究
型
学
習

の
意
欲
の
向
上
、
理
数
分
野
に
お
け
る
探
究
的
な

学
び
の
促
進
を
図
る
た
め
、
全
県
立
高
等
学
校
を

対
象
と
し
た
探
究
型
学
習
課
題
研
究
発
表
会
を
開

催
（

7
6
テ
ー
マ
を
発
表
（
参
考
：

R
2
は
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
中
止
、

 R
1
の
発
表
テ
ー
マ
は

11
0
））
【
再

掲
】
 

 （
４
）
環
境
教
育
・
主
権
者
教
育
・
消
費
者
教
育
の

推
進
 

・
「
山
形
県
環
境
教
育
指
針
」（

令
和
２
年
３
月
改

訂
）
に
基
づ
き
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
の
国
際
的
潮
流
を

踏
ま
え
た
実
践
的
・
体
験
的
な
各
校
の
活
動
を
促

進
（
全
高
等
学
校
で
授
業
等
の
様
々
な
機
会
に
実

施
）

 

・
関
係
機
関
と
連
携
し
、
選
挙
等
を
題
材
に
主
体

的
・
協
働
的
に
社
会
に
参
画
す
る
力
を
育
成
す
る

主
権
者
教
育
を
実
施
（
選
挙
管
理
委
員
会
の
選
挙

啓
発
講
座
を
延
べ

15
回
、

14
校
が
活
用
）

 

・
全
高
等
学
校
に
お
い
て
消
費
者
庁
作
成
の
消
費
者

教
育
教
材
を
活
用
し
た
授
業
を
実
施

 

 （
５
）
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
充
実

 

・
授
業
料
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
「
就
学
支
援
金
」

の
給
付
（

1
5,
1
81

名
）
 

◎
達
成

 

9
8
.
1％

(R
3
) 

(
8
8
.5
％

(
R
2)
) 

 

※
地
域
課
題
は
、
高
校
生
に
と
っ
て
身

近
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
市
町
村
や
産

業
界
か
ら
連
携
や
協
力
の
申
し
出
も

多
い
こ
と
か
ら
、
各
高
校
で
は
探
究

型
学
習
の
テ
ー
マ
と
し
て
選
定
さ
れ

て
い
る
。

 

 

（
３
）

 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
一
環
と
し

て
、
探
究
型
学
習
課
題
研
究
発
表
会
の
参
加
グ

ル
ー
プ
数
に
制
限
を
か
け
て
い
た
が
、
制
限
を

見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
高
校
生
が
学
ん
だ
成
果

を
発
表
す
る
機
会
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

 

  
 

          （
４
）

 

・
地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
環
境
教
育
、
主

権
者
教
育
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、

消
費
者
教
育
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
４
月
の

成
年
年
齢
の
引
下
げ
に
よ
り
契
約
を
自
由
に
行

え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
金
融
経
済
教
育

指
導
教
材
を
活
用
す
る
な
ど
、
高
等
学
校
に
お

い
て
適
切
に
実
施
し
て
い
く
。

 

      （
５
）

 

・
引
き
続
き
国
の
制
度
も
活
用
し
な
が
ら
学
習
や

社
会
生
活
に
お
け
る
困
難
を
有
す
る
生
徒
等
へ

 

     

議1-24



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

   主 要 施 策 ８
 

   

・
授
業
料
以
外
の
教
育
費
の
負
担
軽
減
の
た
め
の

「
奨
学
の
た
め
の
給
付
金
」
の
給
付
（
一
部
対
象

者
の
給
付
額
の
増
額
）
（

1
,
27
5
名
、

1
4
4
,0
4
1,
5
00

円
）
 

・
専
攻
科
の
生
徒
へ
の
修
学
支
援
制
度
（
授
業
料
及

び
授
業
料
以
外
の
教
育
費
の
負
担
軽
減
）
の
創
設

（
令
和
２
年
度
か
ら
）

 

・
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
生
徒
を
支

援
す
る
た
め
の
奨
学
金
の
貸
付
け

 

（
育
英

 
3
81

件
 

10
7
,2

9
6,
00
0
円
、

 

 
特
別

 
 
41

件
 

 1
2
,2
6
4,
00
0
円
、

 

合
計

 
 
 1

1
件

 
 1
1
9,

5
60

,
00
0
円
）

 

の
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

 

   主
要
施
策
９

 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
活
用
能
力
の
育
成

 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
向
け
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
の
充
実
、
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
育
成
に
取
り
組
む
。

 

（
※
前
期
計
画
の
「
主
要
施
策
８
変
化
に
対
応
す
る
実
践
的
な
力
の
育
成
」
に
含
ま
れ
て
い
た
取
組
み
を
主
要
施
策
と
し
て
起
こ
し
た
も
の
）

 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

     主 要 施 策 ９
 

     

⑳
児
童
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
指
導
す

る
こ
と
が
で
き
る
教
員
の
割
合

 

（
文
部
科
学
省
「
学
校
に
お
け
る
教
育
の
情

報
化
の
実
態
等
に
関
す
る
調
査
」）

 

7
3
.
5％

 

  【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

7
2
.
8％

（
H
31
.
3）

 

 

     

（
１
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
の
充
実

 

・
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
「
山
形
県
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
（

R
3.
4）

 

・
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
を
高
め
る
た
め
「
県

立
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成

し
、
県
立
学
校
及
び
市
町
村
教
委
、
各
小
中
学
校

に
周
知

 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
拠
点
校
（
小
中
各
４
校
）
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
果
的
・
効
率
的
な
指

導
方
法
に
つ
い
て
の
実
証
研
究
（
公
開
授
業
研
究

会
を
４
地
区
で
延
べ
８
回
開
催
）

 

・「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
拠
点
校
に
よ
る
実
践
事
例

集
」
を
作
成
（

R２
～

R３
年
度
）
。
全
校
配
付
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
な
ど
に
よ
り
周
知

 

◎
達
成

 
 

7
4
.
8％

(R
3
.3

) 

(
7
6
.3
％

(
R
2.
3
))
 

 

※
令
和
元
年
度
に
政
府
が
示
し
た
「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
の
実
現
に

向
け
た
支
援
策
に
よ
り
、
各
学
校
に

お
け
る
学
習
者
用
端
末
の
整
備
が
進

み
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
対
す
る
教
員
の

意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。

 

     

（
１
）

 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

「
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
向
上
事
業
」
に

よ
り
教
員
研
修
を
着
実
に
実
施
し
、
教
員
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
を
高
め
て
い
く
。

 

・
県
内
全
域
の
教
員
を
対
象
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推

進
拠
点
校
に
お
け
る
実
践
事
例
や
学
習
ア
プ
リ

活
用
等
に
つ
い
て
、
広
く
周
知
を
図
る
。

 

・
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
等
に
よ
り
小

中
学
校
に
お
け
る
実
態
把
握
を
行
い
な
が
ら
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
更
な
る
活
用
を
推
進
し
て
い
く
。

 

   

 

     

議1-25



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

             主 要 施 策 ９
 

  

㉑
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

 

（
県
立
高
校
に
お
け
る
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整

備
率
）
（
県
高
校
教
育
課
調
べ
）

 

4
0
.
0％

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

1
9
.
6％

（
H
31
.
3）

 

   

              

（
２
）
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

 

＜
教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
運
用
＞

 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
授
業
を
安
定
的
に

実
施
す
る
た
め
の
教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
運

用
 

＜
学
習
者
用
端
末
等
の
整
備
＞

 

・
県
立
学
校
に
大
型
提
示
装
置
を
整
備
（

5
7
校
）

 

・
県
立
高
校
・
特
別
支
援
学
校
（
高
等
部
）
の
生
徒

が
使
用
す
る
学
習
者
用
端
末
を
１
人
１
台
整
備

 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
支
援
す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
を
全
県
立
学
校
で
活
用

 

    （
３
）
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
育
成

 

・
外
部
専
門
家

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
を
開
催

（
約

3
60

名
参
加
）

 

    ・
「
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
向
上
事
業
」
で
外
部

専
門
家
に
よ
る
研
修
会
等
を
実
施
。
県
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
拠
点
校
（
各
地
区
１
校
、
計
４
校
）
を
指
定
す

る
と
と
も
に
、
県
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
（
各
地

区
２
名
、
教
科
の
異
な
る
８
名
の
委
員
）
に
よ
る

実
践
事
例
の
普
及
と
、
校
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
担

当
（
各
高
等
学
校
２
名
）
に
よ
る
校
内
研
修
の
実

施
。
 

 
 

◎
達
成

 
 

7
1
.
7％

 

(
6
9
.6
％

(
R
3.
3
))
 

 

※
県
立
高
校
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
は
完

了
し
、
全
て
の
普
通
教
室
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
授
業
を
実
施

で
き
る
環
境
が
整
っ
た
。

 

 

（
２
）

 

・
令
和
４
年
度
に
、
県
立
学
校
の
教
員
用
１
人
１

台
端
末
及
び
職
員
室
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
を
整
備

し
、
教
員
が
日
常
的
に
端
末
を
活
用
し
授
業
研

究
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整
え

る
。
 

         （
３
）

 

・
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
拠

点
校
に
お
け
る
実
践
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
活
用
し
た
指
導
資
料
の
共
有
や
授
業
動

画
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
促
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
等
に
よ
り
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
指
導
力
の
向
上
を
更
に
推
進
し
て
い
く
。

 

・
県
立
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
全
県
向
け
オ
ン

ラ
イ
ン
研
修
、
地
区
単
位
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推

進
委
員
研
修
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
拠
点
校
に
お
け
る

公
開
授
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
教
育
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
事
例
発
信

等
に
よ
り
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
を
向

上
さ
せ
て
い
く
。

 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
拠
点
校
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
学
習
に
お
け
る
効
果
を
検
証
し
、
今
後

の
取
組
み
に
生
か
し
て
い
く
。

 

   

 

     

議1-26



主
要
施
策

10
 
自
己
実
現
を
図
る
た
め
の
勤
労
観
・
職
業
観
の
育
成
 

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
己
を
理
解
し
な
が
ら
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
主
体
的
に
進
路
を
選
択
す
る
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
系
統
的
・
体
系
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
。

 

ま
た
、
地
方
の
人
口
減
少
が
進
む
中
、
県
内
大
学
・
企
業
・
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
県
内
で
自
己
実
現
を
図
り
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
促
進
す
る
。

 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

            主 要 施 策 10
 

              

②
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
る
児

童
生
徒
の
割
合
【
再
掲
】

 

（
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」）

 

小
6：

8
6.
5％

・
中

3
：

7
3
.5
％
 

  

【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

小
6：
8
4.
8％

・
中

3：
7
2.
3％

 

（
H
31
.
4）

 

   ㉒
難
し
い
こ
と
で
も
失
敗
を
お
そ
れ
な

い
で
挑
戦
す
る
児
童
生
徒
の
割
合

 

（
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」）

 

小
6：

8
3.
0％

・
中

3
：

7
6
.0
％
 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

小
6：

8
1.
4％

・
中

3
：

7
4
.5
％
 

（
H
31
.
4）

 

   

⑭
県
内
大
学
等
へ
の
県
内
進
学
者
の
割

合
【
再
掲
】

 

（
文
部
科
学
省
「
学
校
基
本
調
査
」）

 

3
1
.
5％

 

 

 

（
１
）
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業

 

・
市
町
村
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
児
童
生
徒
が

 

小
・
中
・
高
等
学
校
を
通
し
、
体
験
活
動
等
を
含

め
た
自
ら
の
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
を
記
述
し
振
り
返

り
、
将
来
の
生
き
方
の
見
通
し
を
立
て
る
「
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
活
用
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
推
進
（
全

 小
・
中
・
高
等
学
校
）

 

＜
小
中
学
校
＞

 

・
地
域
や
企
業
等
と
連
携
し
た
職
場
見
学
や
体
験
、

講
演
会
等
に
つ
い
て
、
各
種
会
議
に
お
け
る
取
組

事
例
の
周
知
等
に
よ
り
推
進
（
小

1
84

校
、
中

84

校
で
実
施
）

 

             （
２
）
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業

 

＜
高
等
学
校
＞

 

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
（
短
期

2,
0
01

名
、

中
長
期

43
名
）

 

・
各
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
よ
る
講
演
等
を
実

施
（
全
県
立
高
等
学
校
で
実
施
、
講
師

49
名
）

 

×
未
達
成

 

小
6：

8
0.
4％

・
中

3
：

6
9
.7
％

(
R4
.
4)
 

(
小

6：
81
.
2％

・
中

3：
7
2.

3％
(
R3
.
5)

) 

 

※
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
学
校
行
事
職
場
体

験
や
そ
の
他
校
外
学
習
の
機
会
が
制

限
さ
れ
、
目
標
を
持
っ
て
活
動
等
に

取
り
組
む
機
会
が
少
な
か
っ
た
影
響

を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

    

×
未
達
成

 

小
6：

7
4.
8％

・
中

3
：
7
0
.4
％

(
R4
.
4)
 

(
小

6：
74
.
3％

・
中

3：
7
0.
8％

(
R3
.
5)

) 

 

※
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
運
動
会
や
文
化

祭
、
部
活
動
に
係
る
大
会
等
に
制
限

が
か
か
る
な
ど
体
験
活
動
の
機
会
が

縮
小
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と

捉
え
て
い
る
。

 

   ×
未
達
成

 
 

2
7
.
9％

(R
3
.4

) 

(
2
7
.9
％

(
R
2.
4
))
 

 

※
大
学
等
進
学
率
は

46
.4
％
で
前
年
度

よ
り

0
.3

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る

（
１
）

 

・
引
き
続
き
、
地
域
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
実
践
事
例
の
普
及
を
進
め
る
と
と
も
に
、

小
・
中
・
高
等
学
校
を
つ
な
ぐ
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

ポ
ー
ト
を
活
用
し
、
児
童
生
徒
の
勤
労
観
・
職

業
観
を
育
成
し
て
い
く
。

 

  ・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
地
域
等
と
の
交
流
事
業

等
を
含
め
、
で
き
る
だ
け
体
験
活
動
の
機
会
を

設
定
し
、
児
童
生
徒
の
将
来
を
見
通
し
た
目
標

設
定
に
つ
な
げ
て
い
く
。

 

             （
２
）
 

・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
を
促
す
等
、

山
形
大
学
を
中
心
と
す
る
県
内
大
学
へ
の
進
学

者
の

増
加

を
図

る
進

学
指

導
を

実
践

し
て

い

く
。
ま
た
、
各
校
に
お
い
て
、
県
内
大
学
教
授
を

招
い
て
の
大
学
紹
介
や
模
擬
講
義
を
実
施
す
る

   

議1-27



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

               主 要 施 策 10
 

               

【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

3
0
.
8％

（
H
31
.
4）

 

     ㉓
高
校
生
の
県
内
就
職
率

 

［
県
内
就
職
内
定
者
数
／
全
就
職
内

定
者
数
］

 

（
県
高
校
教
育
課
調
べ
）

 

8
0
.
0％

以
上

 

 

【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

7
7
.
9％

（
H
30
）
 

   ㉔
就
職
を
希
望
し
て
い
る
高
校
生
の
就

職
率
（
県
高
校
教
育
課
調
べ
）

 

1
0
0％

 

 

【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

9
9
.
5％

（
H
30
）
 

   

・
人
材
不
足
の
建
設
業
・
製
造
業
を
担
う
人
材
を
育

成
す
る
た
め
の
講
演
等
を
実
施
（
対
象
６
校
、

10
7

名
参
加
）

 

・
建
設
・
機
械
分
野
及
び
製
造
分
野
を
学
ぶ
生
徒
の

た
め
の
技
術
学
習
会
等
を
開
催
（
対
象
６
校
、

12

名
参
加
）

 

・
Ａ
Ｉ
時
代
を
担
う
産
業
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の

講
演
等
を
８
校
で
実
施
（

7
26

名
参
加
）

 

・
普
通
科
生
徒
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し

て
「
地
元
企
業
の
理
解
促
進
」
、「

山
形
大
学
と
連

携
し
た
地
域
課
題
解
決
を
目
指
し
た
協
働
活
動
」

（
村
山
、
置
賜
、
庄
内
３
地
区
で
各
１
回
）
、「

高

校
生
の
小
学
校
教
員
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」
（
２
校
各
１

回
）
な
ど
を
実
施

 

    （
３
）
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
派
遣
事
業

 

・
進
路
が
未
決
定
の
ま
ま
卒
業
す
る
生
徒
が
い
る
高

等
学
校
へ
外
部
専
門
家
を
派
遣
（
対
象

14
校
、
延

べ
19

回
）
 

             

一
方
で
、
県
内
進
学
者
は

48
名
減
と

な
り
、
県
内
進
学
率
は
前
年
度
と
同
率

で
あ
る
。
高
校
生
の
県
内
大
学
へ
の
理

解
促
進
、
定
員
数
の
多
い
山
形
大
学
に

合
格

す
る

水
準

の
学

力
育

成
が

必
要

で
あ
る
。

 

 ◎
達
成

 
 

8
0
.
5％

 

(
8
0
.1
％

(
R
2)
) 

 

※
県
内
の
高
卒
求
人
倍
率
が

3
.3
1
倍

と
、
県
内
企
業
の
求
人
が
好
調
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
首
都
圏
の
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
も
あ
り
、
県

内
就
職
が
増
加
し
た
。

 

  

×
未
達
成

 
 

9
9
.
2％

 

(
9
9
.2
％

(
R
2)
) 

※
近
年
は

9
9％

を
超
え
る
年
が
続
き
、

多
く
の
生
徒
が
希
望
ど
お
り
就
職
で

き
る
良
好
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
発
達
障
が
い
な
ど
特
別
な

支
援
が
必
要
な
生
徒
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
個
別
の

支
援
を
継
続
す
る
。

 

 

 

な
ど
、
県
内
大
学
の
魅
力
を
紹
介
し
、
県
内
大
学

と
の
高
大
連
携
を
進
め
、
地
元
大
学
進
学
者
の

増
加
を
図
る
。

 

・
生
徒
の
県
内
定
着
を
図
る
た
め
、
県
内
の
大
学

と
連
携
し
、
地
元
大
学
促
進
セ
ミ
ナ
ー
や
地
元

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
生
徒
の

地
元
大
学
進
学
へ
の
意
識
を
高
め
つ
つ
、
学
力

向
上
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

 

・
引
き
続
き
、
医
進
塾
の
実
施
に
よ
り
県
内
で
医

師
を
目
指
す
高
い
志
を
育
成
し
て
い
く
。

 

・
高
等
学
校
の
学
校
教
育
活
動
全
般
を
通
じ

て
、
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
て
必
要

な
資
質
・
能
力
を
育
む
と
共
に
、
職
業
学
科

に
つ
い
て
は
地
域
産
業
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
。
 

   （
３
）
 

・
引
き
続
き
、

進
路
の
決
定
に
課
題
の
あ
る
生

徒
を
対
象
に
外
部
専
門
家
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
実
施
し
、
生
徒
の
進
路
決
定
を
支
援

し
て
い
く
。

 

・
発
達
障
が
い
な
ど
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る

生
徒
に
係
る
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
の
う
え
、
企
業
見

学
の
実
施
に
努
め
、
企
業
と
の
相
互
理
解
を
進

め
て
い
く
。

 

      

 

     

 

     

 

     

議1-28



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

主 要 施 策 10
 

 

（
４
）
グ
ロ
ー
バ
ル
産
業
人
材
育
成
事
業

 

・
農
業
分
野
で
国
際
的
な
競
争
力
を
持
っ
た
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

農
業
科
設
置

高
等
学
校
生
徒
の
台
湾
訪
問
を
予
定
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
令

和
３
年
度
は
中
止
し
た
。

 

（
４
）
 

・
本
県
農
産
物
の
輸
出
先
と
し
て
重
要
な
地
域
で

 

あ
る
台
湾
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
的

 

な
競
争
力
を
持
っ
た
産
業
人
材
を
育
成
す
る
。

 

 

   基
本
方
針
Ⅴ
 
特
別
な
ニ
－
ズ
に
対
応
し
た
教
育
を
推
進
す
る

 
 主

要
施
策

11
 
特
別
支
援
教
育
の
充
実
 

共
生
社
会
の
形
成
に
向
け
、
特
別
支
援
教
育
や
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

シ
ス
テ
ム
構
築
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
県
民
へ
の
理
解
啓
発
を
推
進
す
る
。

社
会
参
加
ま
で
切
れ
目
な
く
適
切
な
支
援
を
行
う
な

ど
、
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
及
び
社
会
参
加
や
就
労
に
向
け
た
支
援
の
充
実
を
図
る
。

 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

      主 要 施 策 11
 

        

㉕
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援

学
校
教
諭
免
許
状
保
有
率

 

（
文
部
科
学
省
「
特
別
支
援
学
校
教
員

の
特
別
支
援
学
校
教
諭
等
免
許
保
有

状
況
等
調
査
」
）

 

9
2
.
0％

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

8
9
.
5％

（
H
30
）
 

          

（
１
）
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業

 

・
学
校
管
理
職
等
へ
の
説
明
等
に
よ
り
、
免
許
法
認

定
講
習
の
受
講
を
促
進

 

・
幼
稚
園
・
保
育
園
、
小
中
学
校
、
高
等
学
校
か
ら

の
要
請
に
応
じ
た
特
別
支
援
学
校
の
教
員
に
よ
る

巡
回
相
談
・
支
援
（
幼
保

23
件
、
小
中

1
28

件
、
高

21
件
実
施
）

 

・
発
達
障
が
い
に
関
す
る
通
級
指
導
担
当
教
員
の
専

門
性
向
上
の
た
め
の
研
修
を
実
施
（
全
県
２
回
）

 

・
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
幼
児
児
童
生
徒
の
問
題
行

動
・
課
題
等
の
解
決
の
た
め
、
特
別
支
援
学
校
へ

エ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
派
遣
（
１
校
、
延
べ

10

回
）

 

      

◎
達
成

 
 

9
6
.
4％

 

(
9
4
.8
％

(
R
2)
) 

 ※
教
諭
に
免
許
法
認
定
講
習
の
受
講
の

働
き
か
け
を
す
る
と
と
も
に
、
新
規

採
用
教
員
の
免
許
保
有
率
が

1
00
％

と
高
か
っ
た
結
果
、
特
別
支
援
学
校

免
許
状
保
有
率
が
向
上
し
た
。

 

※
他
障
が
い
種
免
許
状
を
含
む
特
別
支

援
学
校
教
諭
免
許
状
保
有
率
は

9
8
.
5％

と
な
る
。

 

       

（
１
）

 

・
引
き
続
き
、
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
、
免
許

状
を
保
有
す
る
こ
と
の
意
義
と
必
要
性
を
周
知

す
る
と
と
も
に
、
免
許
状
の
保
有
状
況
を
調

べ
、
未
保
有
の
教
員
に
対
し
て
は
、
免
許
状
取

得
に
向
け
た
単
位
取
得
の
見
通
し
を
確
認
し
、

取
得
を
働
き
か
け
て
い
く
。

 

・
エ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
に
よ
り
、
特
別

支
援
学
校
に
お
け
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
機
能
を

高
め
る
と
と
も
に
、
教
員
へ
の
助
言
・
指
導
に

よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
能
力
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
。

 

       

  

     

議1-29



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

               主 要 施 策 11
 

               

㉖
障
が
い
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
に
対

す
る
「
個
別
の
指
導
計
画
」
の
作
成

率
（
通
級
に
よ
る
指
導
、
通
常
の
学

級
）
 

（
県
特
別
支
援
教
育
課
調
べ
）

 

通
級
：

10
0％

・
通
常
：

9
7
.0
％
 

 

【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

通
級
：

74
.
0％

・
通
常
：

9
3.
4％

（
R
1）

 
 

（
２
）
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
整
備
充
実
事
業

 

・
切
れ
目
な
い
支
援
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
・
福

祉
・
学
校
長
等
関
係
機
関
に
よ
る
連
携
協
議
会
等

を
開
催
（
全
県
２
回
、
４
教
育
事
務
所
ご
と
各
１

回
）

 

・
特
別
支
援
学
校
の
専
門
性
向
上
と
地
域
に
お
け
る

セ
ン
タ
ー
的
機
能
の
充
実
の
た
め
の
専
門
家
派
遣

及
び
研
修
の
実
施
（
県
内
２
校
に
派
遣
、
研
修
会

は
全
県
の
教
員
を
対
象
に
各
校
で
各
１
回
開
催
）

 

・
就
学
前
か
ら
社
会
参
加
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援

に
向
け
た
引
継
ぎ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
「
個
別
の

指
導
計
画
」
に
つ
い
て
、
連
携
協
議
会
、
各
種
研

修
会
等
に
お
い
て
重
要
性
を
周
知
し
作
成
を
促
進

（
連
携
協
議
会
：
教
育
事
務
所
ご
と
各
１
回
、
各

種
研
修
会
等
に
よ
る
周
知
：
随
時
）
 

 

（
３
）
県
立
高
等
学
校
の
特
別
支
援
教
育
の
推
進

 

・
高
等
学
校
に
お
け
る
発
達
障
が
い
等
の
特
別
な
教

育
的
支
援
を
要
す
る
生
徒
に
対
し
て
特
別
支
援
教

育
支
援
員
を
配
置
（

1
2
校
）
 

  （
４
）
高
等
学
校
に
お
け
る
通
級
に
よ
る
指
導
研
究

事
業

 

・
通
級
指
導
及
び
研
修
体
制
の
構
築
に
よ
る
指
導
の

充
実
（
７
校
）

 

・
実
践
事
例
集
の
作
成
、
配
付
に
よ
る
普
及
（
全
県

立
高
等
学
校
へ
各
１
部
）

 

 （
５
）
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
支
援

事
業

 

・
適
切

な
医

療
的
ケ

ア
の

実
施

に
向

け
た

看
護
師

の

配
置
（
６
校

24
人
）
と
研
修
会
等
の
実
施
（
１
回
、

2
2
名
参
加
）

 

・
校
外
学
習
へ
看
護
師
が
同
行
す
る
た
め
の
後
補
充

－
 

(
通
級
：

9
1
.9
％
・
通
常
：

93
.7

(
R
2)

) 

（
小
・
中
・
高
等
学
校
）

 

 ※
（
参
考
）

 

R
3
は
高
等
学
校
の
調
査
が
未
実
施
。

 

高
等
学
校
を
除
い
た
小
・
中
学
校
の

数
値
は
通
級

9
2
.6
％
、
通
常

9
4
.
7％

で
あ
っ
た
。
 

 

（
２
）

 

・
特
別
な
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
が
増
加
傾
向
に

あ
る
た
め
、
引
き
続
き
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

シ
ス
テ
ム
や
共
生
社
会
の
考
え
方
に
基
づ
く
一

人
ひ
と
り
の
障
が
い
に
応
じ
た
幼
児
期
か
ら
学

校
卒
業
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
っ
て
い

く
。
 

・
引
き
続
き
、
連
携
協
議
会
等
で
「
個
別
の
指
導

計
画
」
の
作
成
へ
の
理
解
を
求
め
て
い
く
と
と

も
に
、
作
成
方
法
や
作
成
例
を
示
す
な
ど
、
未

作
成
校
へ
の
助
言
を
行
っ
て
い
く
。

 

     （
３
）

 

・
特
別
な
教
育
的
支
援
を
要
す
る
生
徒
に
対
す

る
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
適
正
な
配
置
に
向

け
支
援
し
て
い
く
。
 

  （
４
）

 

・
中
学
校
か
ら
高
等
学
校
へ
の
切
れ
目
な
い
支
援

と
し
て
、
通
級
指
導
教
室
の
指
導
者
向
け
の
研

修
会
等
を
実
施
し
、
高
等
学
校
に
お
け
る
通
級

に
よ
る
指
導
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。
 

  （
５
）

 

・
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
教
育
の
充
実
や
保
護
者
負

担
の
更
な
る
軽
減
を
図
る
た
め
、
各
校
に
お
け

る
医
療
的
ケ
ア
に
関
す
る
実
情
を
踏
ま
え
、
必

要
な
看
護
師
の
配
置
等
を
行
っ
て
い
く
。

 

 

 

    

議1-30



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

               主 要 施 策 11
 

               

看
護
師
を
配
置
（
医
量
的
ケ
ア
児
の
在
籍
状
況
に

よ
り
既
配
置
の
看
護
師
で
対
応
で
き
た
こ
と
か
ら

R
3
年
度
の
後
補
充
看
護
師
の
配
置
実
績
な
し
）

 

 （
６
）
共
生
社
会
を
つ
く
る
理
解
推
進
事
業

 

・
交
流
及
び
共
同
学
習
の
理
解
啓
発
の
た
め
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
各
種
会
議
等
に
お
い
て
随
時
配
布

 

・
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
じ
た
特
別
支
援
学
校

と
小
中
学
校
と
の
交
流
推
進
を
図
る
た
め
の
用
具

を
整
備
し
て
活
用

(交
流
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中

止
) 

・
特
別
支
援
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
の
居
住
地
に
お

け
る
小
中
学
校
と
の
交
流
の
推
進
（

3
3
校
、
計

6
6
回
）
 

 （
７
）
特
別
支
援
学
校
就
労
拡
大
強
化
事
業

 

・
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
労
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
配
置
（
２
校
に
１
名
ず
つ
計
２
名
配
置
）

 

・
実
習
・
就
労
先
の
開
拓
の
た
め
の
事
業
所
訪
問
を

実
施
（

55
8
回
）
 

  （
８
）
特
別
支
援
学
校
の
校
舎
等
整
備
事
業

 

・
米
沢
養
護
学
校
の
分
校
整
備
と
高
等
部
就
労
コ
ー

ス
の
設
置
、
老
朽
化
し
た
上
山
高
等
養
護
学
校
と

山
形
盲
学
校
の
校
舎
等
改
築
へ
の
対
応
に
係
る
計

画
（
令
和
２
年
８
月
策
定
）
に
基
づ
き
特
別
支
援

学
校
の
校
舎
等
整
備
を
推
進

 

＜
米
沢
養
護
学
校
の
分
校
整
備
・
米
沢
養
護
学
校

高
等
部
就
労
コ
ー
ス
の
設
置
＞
 

・
作
業
部
会
、
準
備
委
員
会
を
開
催
し
、
教
育
環

 

境
や
教
育
内
容
等
に
つ
い
て
検
討
 

・
リ
ー
レ
ッ
ト
の
作
成
、
配
付

 

・
地
域
説
明
会
の
開
催

 

＜
上
山
高
等
養
護
学
校
と
山
形
盲
学
校
の
校
舎
等

    （
６
）

 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
で
の
交
流
活
動

や
手
紙
・
作
品
交
換
等
の
間
接
交
流
の
好
事
例

の
紹
介
等
に
よ
り
、
特
別
支
援
学
校
に
通
う
児

童
生
徒
の
居
住
地
の
小
中
学
校
と
の
共
同
学
習

を
拡
充
し
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
な

い
子
ど
も
た
ち
の
交
流
の
推
進
、
共
生
社
会
へ

の
理
解
普
及
を
推
進
し
て
い
く
。

 

   （
７
）

 

・
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
労
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
を
拡
充
し
（
県
内
４
地
区
に
各
１

名
配
置
）、

就
労
支
援
を
更
に
充
実
し
て
い
く

 

   （
８
）

 

・
計
画
に
基
づ
き
整
備
等
を
進
め
て
い
く
。

 

           

議1-31



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

   主 要 施 策 11
 

   

改
築
＞

 

・
作
業
部
会
、
準
備
委
員
会
を
開
催
し
、
共
通
す

る
教
育
計
画
（
案
）、

必
要
な
施
設
設
備

（
案
）
に
つ
い
て
協
議

 

 （
９
）
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
整
備

 

・
県
立
特
別
支
援
学
校
（
高
等
部
）
の
生
徒
が
使
用

す
る
学
習
者
用
端
末
を
１
人
１
台
整
備

 

・
県
立
特
別
支
援
学
校
に
大
型
提
示
装
置
を
整
備

（
1
4
校
に
配
備
）

 

     （
９
）

 

・
教
員
向
け
の
端
末
操
作
に
関
す
る
研
修
会
の
実

施
等
に
よ
り
、
１
人
１
台
学
習
者
用
端
末
や
大

型
提
示
装
置
、
障
が
い
が
あ
る
生
徒
の
た
め
の

入
出
力
支
援
装
置
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

指
導
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

 

   基
本
方
針
Ⅵ
 
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
安
心
・
元
気
な
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る

 
 主

要
施
策

12
 
子
ど
も
の
学
習
意
欲
を
喚
起
す
る
環
境
づ
く
り
の
推
進

 

教
職
員
の
ゆ
と
り
創
出
と
効
果
的
・
効
率
的
な
教
育
活
動
の
実
施
に
向
け
て
、
働
き
方
改
革
の
取
組
み
を
推
進
す
る
。
教
員
の
大
量
退
職
、
志
願
者
数
の
減
少
に
対
応
し
た
教
員
確
保
の
た
め
の
取
組
み

と
研
修
等
に
よ
る
教
員
の
資
質
・
能
力
、
指
導
力
の
向
上
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
す
る
。

 

災
害
の
多
発
化
や
学
校
施
設
の
老
朽
化
等
を
見
据
え
、
安
全
な
環
境
づ
く
り
の
推
進
と
危
険
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
児
童
生
徒
の
主
体
的
に
行
動
す
る
態
度
と
安
全
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
を
図
る
。

 

  
目
標

 
事
業
実
施
状
況

 
達
成
状
況
と
評
価

 
今
後
の
対
応
・
改
善
点
等

 

    主 要 施 策 12
 

    

㉗
複
数
月
平
均
の
超
過
勤
務
時
間
が

8
0

時
間
を
超
え
る
教
員
数

 

（
県
教
職
員
課
調
べ
）

 

前
年
度
よ
り

4
0％

減
 

 

【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

小
：
8
7
人
・
中
：

4
45

人
・
 

特
支
：

2
人
・
高
：

44
1
人

(R
1.
1
0
) 

     

（
１
）
教
職
員
働
き
方
改
革
推
進
事
業

 

・
「
山
形
県
公
立
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
プ
ラ

ン
」（

勤
務
時
間
の
上
限
に
関
す
る
方
針
等
）
に

基
づ
く
取
組
み
を
推
進

 

・
教
員
の
業
務
を
支
援
す
る
教
員
業
務
支
援
員
（
ス

ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
）
の
配
置
を
拡

充
（
小
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
合
わ
せ
て

96

名
（
内
コ
ロ
ナ
分

39
名
）
、
年
度
途
中
追
加
配
置

2
6
名
、
計

12
2
名
の
配
置
）

 

    

✕
未
達
成

 

小
学
校
：

3
0％

減
、
中
学
校
：

2
9
％
減

 

特
支
学
校
：
－
、
高
等
学
校
：

3
6
％
増

 

  
R
3
実
績

 

小
：

7
人
・
中
：

5
7
人
 

特
支
：

0
人
・
高
：

10
9
人
 

 

 
R
2
実
績

 

小
：

1
0
人
・
中
：

80
人

 

特
支
：

0
人
・
高
：

80
人

 

  
※
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
新
学
習
指

（
１
）

 

・
「
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
令
和
４

年
度
末
ま
で
に
複
数
月
平
均
の
超
過
勤
務
時
間

が
80

時
間
を
超
え
る
教
員
を
０
人
と
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
勤
務
時
間
管
理
の
徹
底
や
事
務

負
担
の
軽
減
、
教
職
員
の
業
務
の
役
割
分
担
・

適
正
化
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

 

・
教
員
業
務
支
援
員
（
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ
）、

運
動
部
活
動
指
導
員
の
配
置
に

よ
り
、
教
員
の
負
担
軽
減
が
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
増
員
な
ど
更
な
る
負
担
の
軽
減
策
を
検
討

し
て
い
く
。

 

・
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、

 

議1-32



 
目
標

 
事
業
実
施
状
況

 
達
成
状
況
と
評
価

 
今
後
の
対
応
・
改
善
点
等

 

            主 要 施 策 12
 

                  

                         ㉘
健
康
診
断
時
に
お
け
る
要
精
密
検
査

該
当
者
の
精
密
検
査
受
診
率
（
教
職

員
）（

県
福
利
厚
生
課
調
べ
）

 

9
7
.
0％

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

9
1
.
3％

（
H
30
）
 

   

   ・
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
を
踏
ま
え

た
部
活
動
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
感
染
防

止
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
、「

山
形
県
に
お
け
る

運
動
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
方
針
（
部
活
動

方
針
）
」
に
の
っ
と
り
、
適
切
な
部
活
動
運
営
を

実
施

 

・
部
活
動
顧
問
教
員
の
業
務
を
支
援
す
る
部
活
動
指

導
員
の
配
置
を
拡
充

 

中
学
校

10
2
名
（
前
年
度
比
１
名
増
）

 

高
校

 
 
４
名
（
前
年
度
比
増
減
な
し
）
 

・
「
運
動
部
活
動
と
地
域
等
の
連
携
の
在
り
方
に
関

す
る
検
討
委
員
会
」
を
年
２
回
（

1
0
月
・
２
月
）

開
催
し
、
部
活
動
改
革
の
推
進
に
向
け
た
取
組
み

つ
い
て
検
討
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
部
活
動
改
革
の

イ
メ
ー
ジ
）
を
作
成
し
、
各
市
町
村
、
学
校
、
関

係
団
体
等
に
周
知

 

 
 

（
２
）
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
整
備

 

・
教
員
の
事
務
の
効
率
化
の
た
め
全
県
立
高
校
に
導

入
し
た
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開

始
 

 （
３
）
教
職
員
健
康
管
理
事
業

 

・
管
理
監
督
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
応
能
力
の
向

上
を
図
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

（
延
べ
４
回

1
,
03
9
名
参
加
）

 

・
新
採
の
校
長
・
教
頭
を
対
象
に
し
た
「
管
理
監
督

者
が
心
得
る
べ
き
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
研
修

の
ほ
か
、
人
事
評
価
者

(校
長
・
教
頭

)を
対
象
に

「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
結
果
の
活
用
」
に
つ
い
て

研
修
を
実
施
（
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
研
修

2
4
2
名
、「

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
結
果
の
活
用
」
研

導
要
領
へ
の
対
応
に
よ
る
教
材
研
究
、

部
活
動
の
制
限
緩
和
に
よ
る
休
日
の
活

動
や
大
会
参
加
等
へ
の
対
応
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

                     ×
未
達
成

 
 

8
9
.
4％

 

(
8
9
.8
％

(
R
2)
) 

※
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

受
診
控
え
が
続
い
て
い
る
。

 

 

   

長
時
間
勤
務
者
か
ら
業
務
負
担
状
況
の
具
体
や

学
校
の
働
き
方
改
革
進
捗
状
況
を
聞
き
取
り
、

こ
れ
か
ら
の
方
策
に
反
映
し
て
い
く
。

 

・
県
の
「
部
活
動
方
針
」
を
遵
守
し
た
適
切
な
部

活
動
運
営
と
そ
の
た
め
の
体
制
整
備
（
適
切
な

部
活
動
数
の
検
討
・
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等

と
の
連
携
の
在
り
方
）
を
進
め
て
い
く
。

 

・
部
活
動
改
革
に
係
る
説
明
会
の
実
施
に
よ
り
、

各
関
係
団
体
の
取
組
み
を
促
進
し
て
い
く
。

 

・
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
て
、
実
践
研
究
の

成
果
を
踏
ま
え
、
地
域
移
行
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

を
作
成
し
、
部
活
動
改
革
を
促
進
し
て
い
く
。

 

        （
２
）

 

・
令
和
３
年
度
か
ら
稼
働
し
た
統
合
型
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
事
務
の
効
率
化
を
推
進

し
て
い
く
。

 

 （
３
）

 

・
教
職
員
が
持
て
る
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ

う
心
身
両
面
か
ら
の
健
康
管
理
対
策
及
び
相
談

体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

 

・
各
種
会
議
等
に
お
い
て
所
属
長
等
へ
の
受
診
の

勧
奨
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
精
密
検
査
受
診

の
重
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
る
た
め
、

広
報
誌
等
に
よ
る
教
職
員
へ
の
受
診
勧
奨
を
行

っ
て
い
く
。

 

 

 

     

議1-33



 
目
標

 
事
業
実
施
状
況

 
達
成
状
況
と
評
価

 
今
後
の
対
応
・
改
善
点
等

 

              主 要 施 策 12
 

                

           

㉙
学
校
管
理
下
に
お
け
る
事
故
災
害
で

負
傷
す
る
児
童
生
徒
の
割
合

 

（
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
「
災
害
共
済
給
付
状
況
」）

 

8
.
0％

未
満

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

8
.
1％

（
H
3
0）

 

 

修
7
97

名
参
加
）

 

・
定
期
健
康
診
断
等
各
種
健
康
診
断
の
実
施
及
び
精

密
検
査
の
受
診
勧
奨
並
び
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

制
度
を
実
施

 

 （
４
）
適
性
の
あ
る
優
秀
な
教
員
の
育
成
・
確
保

 

・
教
員
選
考
試
験
に
お
い
て
複
数
免
許
や
特
定
資
格

の
所
有
者
に
加
点
す
る
制
度
を
導
入

 

・
首
都
圏
や
隣
県
の
大
学
等
で
の
オ
ー
プ
ン
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
開
催
（
６
回
）

 

 （
５
）
学
校
安
全
体
制
の
整
備
の
推
進

 

・
各
市
町
村
教
育
委
員
会
学
校
安
全
担
当
者
と
の
連

絡
協
議
会
を
開
催
（
３
回
）
す
る
と
と
も
に
、

 

地
域
学
校
安
全
指
導
員
を
配
置
（

1
9
市
町
村

3
1

名
）
し
、
学
校
等
の
巡
回
指
導
を
実
施

 

・
県
内
各
教
育
事
務
所
で
、
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
習
会
を
開
催
（
４
地
区
各
１
回
）

 

・
関
係
機
関
合
同
に
よ
る
各
小
学
校
通
学
路
の
点
検

及
び
安
全
対
策
を
、
各
市
町
村
・
各
小
学
校
の
通

学
路
等
の
実
態
に
応
じ
て
実
施
（
通
学
路
の
点
検

延
べ

7
68

回
）

 

・
通
学
路
の
安
全
確
保
、
安
全
対
策
の
た
め
の
通
学

路
安
全
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
お
よ
び
指

導
・
助
言
（
モ
デ
ル
地
区
、
モ
デ
ル
校
延
べ
４

回
）

 

・
教
職
員
等
の
指
導
者
を
対
象
と
し
た
学
校
安
全
指

導
者
研
修
会
を
開
催
（
１
回
）

 

 （
６
）
県
立
高
等
学
校
校
舎
整
備
等
事
業

 

・
寒
河
江
工
業
高
等
学
校
改
築
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）
及
び
県

立
庄
内
中
高
一
貫
校
（
仮
称
）
整
備
の
基
本
・
実

施
設
計

 

・
県
立
高
等
学
校
へ
の
冷
房
設
備
整
備
設
置
工
事

（
全

4
7
校
に
設
置
済
）

 

          

 

◎
達
成

 
 

7
.
3％

 

(
6
.
3％

(R
2
))
 

 ※
学
校
活
動
が
再
開
し
、
各
種
大
会
も
開
催

さ
れ
て
お
り
、
令
和
２
年
度
よ
り
負
傷
す
る

児
童
生
徒
が
増
加
し
て
い
る
。
 

     （
４
）

 

・
教
職
員
の
大
量
退
職
期
を
迎
え
る
中
で
、
引
き

続
き
優
秀
な
人
材
の
確
保
に
向
け
、
特
別
選
考

の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

 

  （
５
）

 

・
引
き
続
き
、

研
修
会
の
実
施
に
よ
り
教
職
員
等

の
危
機
管
理
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
、
地
域
等
と
連
携
し
、
学
校
安
全
体

制
の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

 

             （
６
）

 

・
コ
ロ
ナ
禍
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
等
の
影
響
に
よ

る
物
価
高
騰
や
納
期
遅
延
等
が
あ
る
が
、
各
校

の
開
校
年
度
に
合
わ
せ
、
改
築
・
改
修
等
の
校

舎
整
備
事
業
を
進
め
て
い
く
。

 

 

 

     

議1-34



 
目
標

 
事
業
実
施
状
況

 
達
成
状
況
と
評
価

 
今
後
の
対
応
・
改
善
点
等

 

 主 要 施 策 12
 

 

・
庄
内
総
合
高
等
学
校
特
別
教
室
棟
及
び
置
賜
農
業

高
等
学
校
畜
産
実
習
施
設
の
改
築

 

・
酒
田
光
陵
高
等
学
校
旧
校
舎
及
び
旧
酒
田
工
業
高

等
学
校
等
解
体
工
事

 

 （
７
）
県
立
特
別
支
援
学
校
校
舎
整
備
等
事
業

 

・
米
沢
養
護
学
校
西
置
賜
校
（
仮
称
）
及
び
就
労
コ
ー

ス
の
基
本
・
実
施
設
計
 

     （
７
）

 

・
計
画
に
基
づ
き
校
舎
整
備
を
進
め
て
い
く
。
 

   主
要
施
策

13
 
時
代
の
進
展
に
対
応
し
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
 

少
子
化
に
よ
る
学
校
規
模
の
縮
小
が
進
行
す
る
中
で
、
児
童
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
学
ぶ
意
欲
を
支
え
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
等
も
踏
ま
え
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
。

 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

    主 要 施 策 13
 

     

  

（
１
）
県
立
高
等
学
校
将
来
構
想
推
進
事
業

 

・
庄
内
総
合
高
等
学
校
、
庄
内
中
高
一
貫
校
（
仮

称
）、

米
沢
産
業
高
校
（
仮
称
）
及
び
新
庄
新
高
校

（
仮
称
）
の
開
校
並
び
に
新
庄
神
室
産
業
高
校
商

業
科
設
置
に
向
け
た
準
備

 

・
県
立
高
等
学
校
小
規
模
校
６
校
の
入
学
者
確
保
・

魅
力
向
上
等
の
た
め
の
地
域
連
携
協
議
会
と
連
携

し
た
取
組
み
の
推
進
と
小
規
模
校
入
学
者
選
抜
制

度
の
見
直
し

 

  （
２
）
魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

 

・
県
立
中
学
校
・
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
に
お

い
て
、
各
校
で
立
案
し
た
特
色
あ
る
取
組
み
を
実

施
 

  

 

（
１
）

 

・
少
子
化
に
対
応
し
た
県
立
高
等
学
校
の
入
学
定

員
の
削
減
を
進
め
る
中
で
、
望
ま
し
い
教
育
条

件
の
整
備
を
検
討
し
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
に

対
応
し
た
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
教
育
の

質
的
な
向
上
と
学
校
の
活
力
の
保
持
を
図
っ
て

い
く
。

 

・
県
立
高
校
小
規
模
６
校
の
地
域
連
携
協
議
会
と

連
携
し
な
が
ら
、
入
学
者
確
保
に
つ
な
が
る
学

校
の
魅
力
化
・
活
性
化
を
推
進
す
る
。

 

 （
２
）

 

・
地
域
連
携
協
議
会
へ
の
全
国
先
進
事
例
の
情
報

提
供
な
ど
、
学
校
魅
力
化
向
上
の
た
め
の
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

 

     

議1-35



基
本
方
針
Ⅶ
 
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
地
域
社
会
の
担
い
手
と
な
る
心
を
育
成
す
る

 
 主

要
施
策

15
 
郷
土
愛
を
育
み
、
地
域
と
協
働
す
る
教
育
の
推
進
 

郷
土
愛
を
育
み
、
地
域
と
協
働
す
る
教
育
の
推
進
に
向
け
て
、
郷
土
を
学
ぶ
学
習
や
地
域
資
源
を
活
用
し
た
様
々
な
体
験
活
動
等
、
学
校
に
お
け
る
取
組
み
や
、
地
域
等
と
連
携
し
た
取
組
み
を
推
進
す

る
。
 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

      主 要 施 策 15
 

        

㉚
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
児
童

生
徒
の
割
合

 

（
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」）

 

小
6：

9
0.
0％

・
中

3
：

7
0
.0
％
 

  

【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

小
6：

8
5.
7％

・
中

3
：

6
5
.9
％
 

（
H
31
.
4）

 

    ㉛
地
域
や
社
会
を
よ
く
す
る
た
め
に
何

を
す
べ
き
か
考
え
る
児
童
生
徒
の
割

合
 

（
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」）

 

小
6：

6
5.
0％

・
中

3
：

5
2
.0
％
 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

小
6：

6
1.
1％

・
中

3
：

4
8
.7
％
 

（
H
31
.
4）

 

 

 

（
１
）
郷
土
愛
を
育
む
活
動
推
進
事
業

 

・
児
童
生
徒
が
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
体
験
学
習
や

地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
探
究
の
成
果
を
発
表
す

る
「
郷
土

Y
am
a
ga
ta

ふ
る
さ
と
探
究
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
開
催
（
参
加
：
小
学
校

1
4
校

1
4
チ
ー

ム
、
中
学
校
７
校

54
チ
ー
ム
、
高
等
学
校
８
校
９

チ
ー
ム
）

 

・
読
解
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の

郷
土
へ
の
理
解
、
郷
土
愛
の
醸
成
を
促
進
す
る
た

め
、
小
中
学
校
（
市
町
村
）
に
対
し
、
「
新
聞
を
活

用
し
た
教
育
活
動
」
へ
の
支
援
を
実
施
（
小

1
7
5

校
、
中

80
校
）

 

・
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
な
が

ら
、
学
校
行
事
等
に
お
け
る
山
形
県
民
の
歌
「
最

上
川
」
や
ス
ポ
ー
ツ
県
民
歌
「
月
山
の
雪
」
の
斉

唱
等
を
促
進

 

×
未
達
成

 

小
6：

7
1.
6％

・
中

3
：
5
5
.3
％

(
R4
.
4)
 

(
小

6：
77
.
0％

・
中

3：
5
9.
8％

(
R3
.
5)

) 

 

※
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
地
域
の
行

事
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
が
影
響
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
全
国
平

均
(小

6：
5
2.
7％

・
中

3
:
40
.0
％

)

と
の
比
較
で
は
高
い
数
値
と
な
っ
て

お
り
、
全
国
の
状
況
よ
り
も
、
参
加

す
る
意
識
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

   ×
未
達
成

 

小
6：

5
5.
4％

・
中

3
：

5
0
.3
％

(
R4
.
4)
 

(
小

6：
57
.
0％

・
中

3：
5
4.
6％

(
R3
.
5)

) 

 

※
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
地
域
と
協

働
し
た
活
動
が
行
え
な
か
っ
た
こ
と

が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
全
国
平
均

(小
6：

51
.
3％

・
 

中
3：

4
0.
7％

)と
の
比
較
で
は
高
い

 

数
値
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
の
状
況

 

よ
り
も
、
地
域
や
社
会
へ
の
理
解
や

 

問
題
意
識
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

（
１
）

 

・
郷
土
愛
を
育
む
取
組
み
の
一
つ
と
し
て
、「

郷

土
Y
am
a
ga
ta

ふ
る
さ
と
探
究
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
つ
い
て
、
各
種
会
議
に
お
け
る
広
報
等
を
充

実
さ
せ
、
取
組
み
を
行
う
学
校
の
更
な
る
増
加

に
つ
な
げ
て
い
く
。

 

・
新
聞
を
活
用
し
た
教
育
活
動
へ
の
支
援
等
を
引

き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
知
事
部
局
等
と

の
連
携
も
含
め
、
地
域
と
協
働
し
た
体
験
活

動
、
探
究
型
学
習
等
に
よ
り
、
児
童
生
徒
が
地

域
へ
の
理
解
を
深
め
、
郷
土
愛
を
育
む
施
策
を

検
討
し
、
推
進
し
て
い
く
。

 

   

  

議1-36



主
要
施
策

16
 
山
形
の
宝
の
保
存
活
用
・
継
承
 

地
域
の
文
化
財
や
伝
統
文
化
を
『
知
る
』『

守
る
』
『
活
か
す
』
取
組
み
に
よ
り
、
地
域
社
会
全
体
で
郷
土
の
伝
統
や
文
化
へ
の
関
心
を
高
め
、
地
域
社
会
全
体
で
継
承
に
取
り
組
む
機
運
の
醸
成
を
図

り
、
文
化
財
・
伝
統
文
化
の
総
合
的
な
保
存
活
用
・
継
承
の
取
組
み
を
促
進
す
る
。

 

多
様
な
交
流
や
子
ど
も
た
ち
が
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機
会
等
を
創
出
し
、
地
域
の
伝
統
文
化
の
保
存
・
継
承
を
促
進
す
る
。

 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

          主 要 施 策 16
 

            

㉜
「
ふ
る
さ
と
塾
」
の
活
動
に
賛
同
し

て
伝
承
活
動
を
す
る
団
体
数

 

（
県
生
涯
教
育
・
学
習
振
興
課
調
べ
）

 

3
0
7
団
体

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

3
0
5
団
体
（

R1
）
 

      ㉝
「
未
来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」
登
録

制
度
に
よ
る
登
録
市
町
村
数

 

（
県
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
ま
と
め
）

 

2
8
市
町
村

 

 

【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

2
3
市
町
村
（

H
3
0）

 

 

（
１
）
伝
統
芸
能
育
成
事
業

 

・
市
町
村
総
合
交
付
金
の
交
付
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と

塾
活
動
賛
同
団
体
を
支
援
（
新
規
登
録
９
団
体
）

 

・
活
動
団
体
の
活
性
化
や
指
導
者
の
資
質
向
上
の
た

め
の
出
前
講
座
・
研
修
会
を

29
団
体
が
実
施

 

・
ふ
る
さ
と
塾
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
に
新
た
に
５
団
体
の

活
動
を
記
録
保
存
し
、
一
部
英
語
表
記
化
に
よ
り

動
画
サ
イ
ト
を
通
し
て
広
く
海
外
に
も
取
組
み
を

発
信
 

・
民
俗
芸
能
団
体
間
の
情
報
交
換
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
進
め
る
た
め
の
県
民
俗
芸
能
懇
話
会
を
実
施

（
３
月
開
催
、
７
団
体
参
加
）

 

 （
２
）
「
未
来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」
登
録
制
度
推
進

事
業

 

・
「
未
来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」
の
登
録
推
進
に
向
け

た
各
市
町
村
担
当
者
や
地
域
の
団
体
に
対
す
る
本

事
業
の
情
報
発
信
や
申
請
主
体
へ
の
助
言
等
の
支

援
 

・
有
形
・
無
形
の
様
々
な
文
化
財
を
地
域
で
守
り
活

か
す
取
組
み
を
推
進

 

 （
３
）
文
化
財
保
護
事
業

 

・
国
・
県
指
定
文
化
財
の
保
存
修
理
や
活
用
に
関
す

る
事
業
に
対
し
、
事
業
費
の
一
部
を
助
成
（
国
指

定
19

件
、
県
３
件
）

 

・
文
化
財
に
関
す
る
調
査
等
で
の
新
た
な
文
化
財
の

掘
り
起
し
と
文
化
財
指
定
に
よ
る
保
護
（
新
指
定

２
件
、
計

5
26

件
）

 

・
埋
蔵
文
化
財
の
普
及
・
啓
発
に
向
け
た
小
学
校
へ

×
未
達
成

 

3
0
2
団
体
 

(
2
9
7
団
体

(
R2
)
) 

 ※
民

俗
芸

能
を

は
じ

め
と

し
た

地
域

文

化
継

承
及

び
振

興
を

目
的

に
市

町
村

総
合
交
付
金
を
交
付
し
、
市
町
村
の
創

意
工

夫
に

よ
り

地
域

の
実

態
に

沿
っ

た
形
で
活
用
さ
れ
た
。
新
規
団
体
の
掘

り
起
こ
し
を
図
り
、
ふ
る
さ
と
塾
賛
同

団
体
数
は
増
加
し
た
が
、
目
標
値
に
は

及
ば
な
か
っ
た
。

 

 ×
未
達
成

 
 

2
5
市
町
村

 

(
2
5
市
町
村

(R
2
))
 

 

※
市

町
村

と
の

調
整

に
時

間
を

要
し

て

お
り
、
市
町
村
数
は
令
和
２
年
度
と
同

数
と
な
っ
て
い
る
が
、
登
録
団
体
数
は

毎
年
度
増
加
し
て
い
る
。

 

（
１
）

 

・
ふ
る
さ
と
塾
活
動
賛
同
団
体
が
実
施
す
る
研
修

会
等
に
対
し
て
講
師
派
遣
等
の
支
援
を
行
い
、

活
動
の
活
性
化
を
促
し
て
い
く
。
ま
た
、
地
域

文
化
を
伝
え
る
団
体
を
掘
り
起
こ
し
、
賛
同
団

体
へ
の
新
規
登
録
を
推
進
し
て
い
く
。

 

 
・
地
域
で
活
動
す
る
民
俗
芸
能
団
体
が
抱
え
る

様
々
な
課
題
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
山
形

県
民
俗
芸
能
懇
話
会
の
中
で
全
県
的
及
び
総
合

的
な
解
決
策
を
検
討
し
て
い
く
。

 

   （
２
）

 

・
登
録
団
体
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
を
行
い
、
地

域
に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
を
育
み
、
地
域
活
性

化
や
観
光
交
流
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。
ま

た
、
登
録
団
体
が
な
い
市
町
村
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
の
文
化
財
を
活
用
す
る
取
組
み

の
掘
り
起
し
を
進
め
て
い
く
。

 

  （
３
）

 

・
引
き
続
き
小
学
校
へ
の
出
前
授
業
を
実
施
し
、

埋
蔵
文
化
財
の
普
及
・
啓
発
を
推
進
し
て
い

く
。
 

  

     

議1-37



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

の
出
前
授
業
を
実
施
（

18
校
）

 

   基
本
方
針
Ⅷ
 
活
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
向
け
、
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る

 
 主

要
施
策

17
 
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
の
推
進
 

社
会
全
体
で
教
育
を
支
え
、
教
育
に
取
り
組
む
機
運
を
醸
成
す
る
た
め
、「

や
ま
が
た
教
育
の
日
」
の
周
知
・
啓
発
等
を
推
進
す
る
。
学
校
を
支
援
す
る
活
動
や
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
活
動
な
ど
を
、

一
体
的
・
総
合
的
に
推
進
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
。

 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

         主 要 施 策 17
 

         

㉞
地
域
学
校
協
働
本
部
の
仕
組
み
を
生

か
し
、
地
域
住
民
等
と
の
協
働
に
よ

る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
公
立
小
中

学
校
の
割
合

 

（
県
生
涯
教
育
・
学
習
振
興
課
調
べ
）

 

5
5
.
0％

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

3
5
.
4％

（
H
30
）
 

 

（
１
）
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
協
働
推
進
事
業

 

・
学
校
支
援
活
動
及
び
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
運
営

等
に
よ
る
総
合
的
な
地
域
本
部
（
地
域
学
校
協
働

本
部
）
の
設
置
を
、
財
政
面
で
の
支
援
や
人
材
育

成
の
た
め
の
研
修
会
開
催
等
に
よ
り
推
進
（
新
規

設
置

5
団
体
）

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活

動
の
一
体
的
な
推
進
に
よ
る
社
会
総
が
か
り
で
の

子
ど
も
の
育
成
と
自
立
し
た
地
域
社
会
の
基
盤
を

構
築
し
、「

学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」
を
推

進
 

・
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
よ

り
一
層
の
連
携
と
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
な
居
場

所
づ
く
り
の
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
資
質
向
上
に
向

け
た
研
修
等
を
開
催
（
４
地
区
全
９
回
）

 

・
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
養
成
講
座
の
実
施

（
年
３
回
延
べ

25
6
名
参
加
）

 

 （
２
）
「
や
ま
が
た
教
育
の
日
」
の
周
知
・
普
及

 

・
「
や
ま
が
た
教
育
の
日
」
（

1
1
月
第
２
土
曜
日
）
を

広
く
周
知
す
る
た
め
、

11
月
に
関
連
行
事
と
し
て

「
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
向
上
山
形
県
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
や
「
郷
土

Ya
m
ag
a
ta

ふ
る
さ
と
探
究
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
開
催

 

〇
概
ね
達
成

 

5
1
.
4％

 

(
4
9
.7
％

(
R
2)
) 

 

※
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
地
域
住
民

が
学
校
運
営
に
参
画
す
る
「
学
校
運

営
協
議
会
」
と
、
地
域
の
緩
や
か
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
な
が
ら
行

う
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
の
両
者

を
一
体
的
に
推
進
す
る
機
運
の
醸
成

が
図
ら
れ
、
地
域
住
民
等
と
の
協
働

に
よ
る
活
動
を
行
う
小
中
学
校
数
が

増
加
し
た
。
 

 
 

 

（
１
）

 

・
引
き
続
き
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
強
化
や

よ
り
多
様
な
組
織
・
団
体
と
の
連
携
の
推
進
に

向
け
て
、
核
と
な
る
人
材
育
成
の
た
め
の
研
修

会
を
開
催
す
る
な
ど
の
支
援
に
よ
り
市
町
村
立

学
校
で
の
体
制
整
備
を
促
進
す
る
。

 

・
総
合
的
な
地
域
本
部
の
取
組
み
の
充
実
や
地
域

本
部
が
関
わ
る
小
中
学
校
数
の
増
加
に
向
け

て
、
教
員
を
対
象
と
し
た
研
修
や
学
校
と
地
域

を
つ
な
ぐ
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
の
研
修

内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

 

       （
２
）

 

・
引
き
続
き
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
広
報
媒
体
に
よ
る
周
知
を

行
う
と
と
も
に
、
幅
広
く
関
係
部
局
や
市
町
村

の
取
組
み
と
の
連
携
を
図
り
、「

や
ま
が
た
教

育
の
日
」
の
普
及
を
進
め
て
い
く
。

 

 

 

     

議1-38



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

・
県
職
員
の
名
札
や
名
刺
等
へ
の
ロ
ゴ
記
載
や
県
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
広
報
媒
体
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
７

媒
体
を
活
用
し
て
発
信
）

 

   主
要
施
策

18
 
青
少
年
の
地
域
力
の
育
成
・
地
域
活
動
の
促
進
 

活
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
向
け
て
、
児
童
生
徒
、
青
年
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
地
域
活
動
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
活
動
に
取
り
組
む
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
等
を
推
進
す

る
。
 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

         主 要 施 策 18
 

          

㉟
高
校
生
の
う
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
た
生
徒
の
割
合

 

（
県
生
涯
教
育
・
学
習
振
興
課
調
べ
）

 

8
8
.
0％

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

8
2
.
7％

（
H
30
）
 

         ㊱
地
域
活
動
に
取
り
組
む
青
年
グ
ル
ー

プ
数
 

（
県
生
涯
教
育
・
学
習
振
興
課
調
べ
）

 

全
市
町
村

78
団
体
 

  【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

2
7
市
町
村

75
団
体
（

H
30
）
 

（
１
）
地
域
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

 

・
「
Ｙ
Ｙ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
の
運
営
に
よ

り
中
高
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
を
支

援
 

            （
２
）
次
世
代
の
地
域
づ
く
り
中
核
人
材
育
成
事
業

 

・
地
域
活
動
に
興
味
関
心
の
高
い
中
高
生
の
参
画
に

よ
る
地
域
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
（
県
内
４
地

区
、
4
1
名
参
加
）

 

 

×
未
達
成

 
 

7
9
.
5％

 

(
8
0
.7
％

(
R
2)
) 

 

※
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
休
校
等
の
影
響
か

ら
学
校
内
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
体
験
機
会
が
減
少
し
た
こ
と
が

影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 

        ×
未
達
成

 
 

2
3
市
町
村

66
団
体

 

(
2
3
市
町
村

6
5
団
体
(
R
2)

) 

 

※
R
1
に
調
査
方
法
を
変
更
し
、
近
年
の

活
動
実
績
等
を
精
査
し
た
結
果
、
６

教
振
後
期
計
画
策
定
時
か
ら
グ
ル
ー

プ
数
が
減
と
な
っ
て
い
る
。

R
3
年
度

（
１
）

 

・
「
Ｙ
Ｙ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
発
信
等
に
よ

り
地
域
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
関
心

を
高
め
て
い
く
。

 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
体
験
す
る
契
機
を
創

 

 
出
し
、
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
県
内
の
ボ
ラ

 

 
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
情
報
を
掲
載
し
た
リ
ー
フ
レ

 

 
ッ
ト
を
作
成
し
、
中
学
生
、
高
校
生
に
周
知
す

 

る
。

 

・
地
域
活
動
へ
の
参
画
な
ど
、
身
近
な
自
発
的

行
動
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
る
こ
と
を
、
改

め
て
各
学
校
を
通
じ
て
浸
透
を
図
り
な
が

ら
、
高
校
生
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
促

進
し
て
い
く
。

 

 （
２
）

 

・
高
校
生
の
地
域
活
動
に
対
す
る
認
知
度
を
上

げ
、
地
域
活
動
へ
参
画
す
る
意
欲
を
醸
成
す
る

と
と
も
に
、
次
代
の
地
域
活
動
を
担
う
リ
ー
ダ

ー
を
育
成
す
る
た
め
、
中
学
生
や
高
校
生
が
企

画
段
階
か
ら
参
画
し
、
青
年
や
地
域
と
継
続
的

に
関
わ
る
取
組
み
を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い

く
。
 

 

    

 

     

議1-39



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

  主 要 施 策 18
 

 

 
は
置
賜
地
域
の
大
学
サ
ー
ク
ル
が
、

新
規
に

1
団
体
登
録
さ
れ
た
。

 

・
こ
れ
ま
で
の
本
事
業
参
画
者
の
追
跡
調
査
を
実

施
し
、
効
果
検
証
す
る
と
と
も
に
、
団
体
へ
の

加
入
や
団
体
の
新
規
立
ち
上
げ
に
つ
な
が
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
。

 

・
中
学
生
が
参
画
し
や
す
い
よ
う
、

Y
Y
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
所
属
す
る
高
校
生
や
地
域

活
動
に
取
り
組
む
青
年
と
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
に
取
り
組
む
「
未
来
の
参
画
者
養
成

事
業
」
を
新
た
に
県
内
４
地
域
で
実
施
し
、
将

来
の
地
域
活
動
の
担
い
手
の
育
成
に
つ
な
げ
て

い
く
。

 
 
 

 

   主
要
施
策

19
 
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
生
涯
学
習
環
境
の
充
実
 

地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
知
の
拠
点
と
し
て
の
県
立
図
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
教
育
施
設
の
機
能
の
充
実
や
、
地
域
の
活
動
の
支
え
と

な
る
中
核
的
人
材
育
成
へ
の
支
援
を
行
う
。

 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

  主
 

要 施 策 19
 

   

㊲
公
民
館
等
で
開
催
さ
れ
て
い
る
各
種

事
業
・
講
座
等
へ
の
参
加
人
数

 

（
県
生
涯
教
育
・
学
習
振
興
課
調
べ
）

 

5
4
7
,4
0
0
人
 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

5
2
3
,7
6
1
人
（

H
29
）
 

 

（
１
）
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備

 

・
様
々
な
機
会
を
捉
え
、
第
５
次
山
形
県
生
涯
学
習

振
興
計
画
を
市
町
村
に
周
知
（
平
成

3
0
年
３
月

策
定
、
計
画
期
間
は
平
成

30
年
度
か
ら
概
ね
５

年
）

 

・
山
形
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
基
本
的
機
能
（
人

材
育
成
・
情
報
提
供
・
研
究
）
を
充
実

 

 （
２
）
県
民
が
集
い
・
学
ぶ
県
立
図
書
館
活
動
整
備

事
業

 

・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
県
立
図
書
館
を
活
用
し
た
賑

わ
い
創
出
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
（
企
画
展
示

1
4
3

回
、
イ
ベ
ン
ト

49
回
・
延
べ

1,
8
6
0
名
参
加
）

 

 

×
未
達
成

 

2
6
5
,0
2
5
人

(R
3
) 

(
1
7
6,
0
75

人
(
R
2)
) 

 

※
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
、
公
民
館

等
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
事

業
の
多
く
が
中
止
・
翌
年
度
へ
の
延

期
と
な
り
、
計
画
策
定
時
よ
り
参
加

者
数
が
減
少
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 

※
県
立
図
書
館
の
入
館
者
数
は

 

2
1
2
,5
4
5
人
と
な
り
、
新
型
コ
ロ

 

ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
臨

 

時
休
館
、
利
用
制
限
等
を
余
儀

 

な
く
さ
れ
た
前
年
度
と
比
較
し

 

て
3
5,
4
87

人
増
加
し
た
。

 

（
１
）

 

・
各
市
町
村
の
実
施
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
情
報

共
有
を
図
り
、
学
び
の
機
会
の
確
保
と
各
市
町

村
に
お
け
る
効
果
的
な
活
動
を
推
進
す
る
。

 

    （
２
）

 

・
県
立
図
書
館
に
お
い
て
、
一
層
の
利
用
促
進
及

び
満
足
度
向
上
を
図
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
更
な

る
活
用
や
調
査
相
談
機
能
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
と
も
に
、
地
域
住
民
等
に
も
参
画
い

た
だ
き
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
展
示
を
充
実

さ
せ
て
い
く
。

 

 

議1-40



基
本
方
針
Ⅸ
 
地
域
に
活
力
を
与
え
る
文
化
と
ス
ポ
－
ツ
を
推
進
す
る

 
 主

要
施
策

20
 
県
民
に
喜
び
と
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
る
文
化
の
推
進
 

県
民
誰
も
が
、
生
涯
を
通
じ
て
、
文
化
を
鑑
賞
し
、
参
加
し
、
創
造
す
る
こ
と
で
、
喜
び
や
感
動
、
心
の
安
ら
ぎ
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
文
化
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
及
び
文
化
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
を
促
進
す
る
。

 

（
※
前
期
計
画
に
お
い
て
「
主
要
施
策

1
5 

山
形
の
宝
の
保
存
活
用
・
継
承
」
に
含
ま
れ
て
い
た
文
化
振
興
施
策
と
芸
術
・
生
活
文
化
等
の
振
興
施
策
を
あ
わ
せ
て
、
後
期
計
画
に
お
い
て
、
新
た
に
主
要
施
策
と
し
た
も
の
）
 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

           主 要 施 策 20
 

            

㊳
県
立
文
化
施
設
等
の
来
館
者
数

 

（
県
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
ま
と
め
）

 

1
0
0
万
人

 

 

【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

8
7
0
,2
0
0
人
（

H
29
）
 

 

（
１
）
日
本
遺
産
魅
力
発
信
推
進
事
業

 

・
日
本
遺
産
「
出
羽
三
山
『
生
ま
れ
か
わ
り
の
旅
』」

及
び
「
山
寺
と
紅
花
」
協
議
会
が
主
体
と
な
り
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
Ｐ
Ｒ
動
画
等
に
よ
る
国
内
外

へ
の
情
報
発
信
や
情
報
発
信
拠
点
機
能
整
備
、
地

域
の
人
材
交
流
・
育
成
、
外
国
人
等
受
入
環
境
整

備
等
を
実
施

 

         （
２
）
「
未
来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」
登
録
制
度
推
進

事
業
【
再
掲
】

 

・
「
未
来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」
の
登
録
の
推
進
、
登

録
さ
れ
た
取
組
み
へ
の
支
援

 

・
有
形
・
無
形
の
様
々
な
文
化
財
を
地
域
で
守
り
活

か
す
取
組
み
を
推
進

 

  （
３
）
伝
統
芸
能
育
成
事
業

 

・
「
や
ま
が
た
伝
統
文
化
フ
ェ
ス
タ
」
に
ふ
る
さ
と
塾

賛
同
団
体
４
団
体
が
出
演
し
、
来
場
者
に
民
俗
芸

能
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

 

×
未
達
成

 

9
2
6
,8
2
6
人

 

(
5
8
3,
2
42

人
(
R
2)
) 

 

※
一
部
の
文
化
施
設
は
来
館
者
数
が
コ

ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
持
ち
直
し
た

が
、
県
外
来
館
者
の
減
少
等
に
よ

り
、
多
く
の
施
設
は
減
少
し
た
。

 

（
１
）

 

・
美
術
館
、
博
物
館
等
を
支
援
し
、
県
民
に
優
れ

た
文
化
芸
術
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
文
化
施
設
等
へ
の
来
館
者
数
の
増
加
を
図

り
、
県
民
の
文
化
に
親
し
む
機
会
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

 

・
日
本
遺
産
に
つ
い
て
推
進
協
議
会
を
中
心
に
関

係
機
関
が
連
携
し
、
情
報
発
信
、
普
及
啓
発
や

人
材
育
成
の
取
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地

域
の
交
流
を
促
進
し
、
地
域
活
性
化
や
観
光
交

流
に
つ
な
げ
て
い
く
。

 

・
「
（
日
本
遺
産
）
伝
統
文
化
体
験
事
業
」
及
び

「
や
ま
が
た
伝
統
文
化
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催

し
、
民
俗
芸
能
や
伝
統
文
化
の
鑑
賞
・
体
験
機

会
を
創
出
す
る
。

 

 （
２
）

 

・
登
録
団
体
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
を
行
い
、
地

域
に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
を
育
み
、
地
域
活
性

化
や
観
光
交
流
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。
ま

た
、
登
録
団
体
が
な
い
市
町
村
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
の
文
化
財
を
活
用
す
る
取
組
み

の
掘
り
起
し
を
進
め
て
い
く
。

 

 （
３
）
 

・
ふ
る
さ
と
塾
の
出
前
講
座
等
に
よ
り
学
校
で
の

授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
等
に
お
い
て
地
域
文
化
に

触
れ
合
う
機
会
を
充
実
し
て
い
く
。

 

 

議1-41



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

           主 要 施 策 20
 

         

・
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
へ
の
団

体
派
遣
を
予
定
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
大
会
中
止

 

 （
４
）
県
民
が
集
い
・
学
ぶ
県
立
図
書
館
活
動
整
備

事
業
【
再
掲
】

 

・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
県
立
図
書
館
を
活
用
し
た
賑

わ
い
創
出
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
（
企
画
展
示

1
4
3

回
、
イ
ベ
ン
ト

49
回
・
延
べ

1,
8
6
0
名
参
加
）

 

   （
５
）
学
校
に
お
け
る
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

 

【
再
掲
】

 

・
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
の
開
催
へ
の
支
援
（
感
染
防

止
対

策
を
講

じ
な
が

ら
、
県
文

化
祭

は
村

山
地
区

で
、
全
国
文
化
祭
は
和
歌
山
県
で
、
共
に
参
集
型
で

開
催
）

 

・
生

徒
に
と

っ
て
望

ま
し
い
部

活
動
の

実
施
環

境

の
構
築
に
向
け
、「

山
形
県
に
お
け
る
文
化
部
活
動

の
在
り
方
に
関
す
る
方
針
」
に
つ
い
て
県
高
等
学
校

文
化

連
盟
理

事
会
等

の
会
議
を

通
じ

て
周

知
を
図

る
と
と
も
に
、
同
連
盟
事
務
局
、
各
専
門
部
と
も
連

携
し
、
文
化
部
活
動
を
推
進

 

・
県
内
の
文
化
芸
術
団
体
等
と
連
携
し
、
児
童
生
徒
へ

の
文
化
芸
術
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
（
文
化
庁
事
業
の

活
用

及
び
小

中
学
校

音
楽
教
室

支
援

事
業

の
活
用

９
市
町
：
小

3
6
校
、
中
９
校
、
特
支
４
校

 
計

58

回
）
 

    （
４
）

 

・
県
立
図
書
館
に
お
い
て
、
一
層
の
利
用
促
進
及

び
満
足
度
向
上
を
図
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
更
な

る
活
用
や
調
査
相
談
機
能
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
と
も
に
、
地
域
住
民
等
に
も
参
画
い

た
だ
き
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
展
示
を
充
実

さ
せ
て
い
く
。

 

 （
５
）

 

・
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
講

じ
な
が
ら
、
山
形
交
響
楽
団
と
連
携
し
、
小
中
学

校
、
高
等
学
校
に
お
い
て
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
芸
術
文
化
の
鑑
賞
機
会

を
提
供
し
て
い
く
。

 

 
 

      

議1-42



主
要
施
策

21
 
県
民
に
元
気
と
感
動
を
与
え
る
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
 

県
民
誰
も
が
、
生
涯
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
楽
し
む
機
会
の
提
供
や
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
等
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
本
県
ス

ポ
ー
ツ
界
の
競
技
力
と
裾
野
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
に
向
け
た
支
援
・
強
化
策
を
推
進
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ
と
の
多
様
な
関
わ
り
を
創
出
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
。

 

 

 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
 

          主 要 施 策 21
 

               

㊴
成
人
の
週
１
回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実

施
率
（
県
政
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）

 

5
3
.
1％

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

3
9
.
5％

（
R
1）

 

                        

（
１
）
広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

 

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
組
織
力
強
化
及

び
人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
を
山
形
県
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
と
共
同
で
開
催

（
指
導
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
村
山
地

区
・
最
上
地
区
・
置
賜
地
区
・
庄
内
地
区
に
て
計

1
1
2
名
参
加
）

 

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
を
増
や
す
た

め
の
連
携
を
促
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
協
議
会
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の
合
同
の
検
討

会
（
企
画
運
営
委
員
会
、
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
等
５

団
体
参
加
）
及
び
研
修
会
（
サ
ミ
ッ
ト
㏌
山
形
91

名
参
加
）
を
実
施

 

・
ク
ラ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
対
す
る
指
導
や
助
言

を
実
施

(３
名
配
置
、
指
導
・
助
言
延
べ

20
回
）
 

・
市
町
村
に
対
し
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

を
地
域
資
源
と
し
て
活
用
し
、
放
課
後
子
ど
も
教

室
や
健
康
づ
く
り
な
ど
の
公
益
的
事
業
の
受
け
皿

と
す
る
よ
う
働
き
か
け
を
実
施
（
市
町
村
訪
問

31

市
町
村
、
延
べ

35
回
）

 

 （
２
）
ス
ポ
ー
ツ
県
「
や
ま
が
た
」
推
進
事
業

 

・
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
気
運
の
醸
成
等
の
た

め
、「

県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
」

を
開
催
（
競
技
会
部
門
に
お
け
る
ボ
ー
ル
ル
ー
ム

ダ
ン
ス
を
新
設
、
ふ
れ
あ
い
交
流
会
部
門
に
お
い

て
モ
ル
ッ
ク
の
実
施
や
陸
上
競
技
の
体
験
会
を
実

施
）（

参
加
者
：

1
,
56
7
名
）
し
、
ふ
れ
あ
い
交
流

会
部
門
の
参
加
者
増
に
つ
な
が
っ
た

 

×
未
達
成

 

5
0
.
1％

(R
3
) 

(
調
査
な
し

(R
2
))
 

 

※
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
よ
り
は
向

 

上
し
て
い
る
も
の
の
、
目
標
に
届
か

 

な
か
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

 

感
染
症
感
染
防
止
の
た
め
総
合
型
地

 

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
活
動

 

が
縮
小
し
た
こ
と
な
ど
が
要
因
と
考

 

え
ら
れ
る
。

 

                   

（
１
）

 

・
統
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
修
や
実
技
研
修
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
協
議
会
に
お
け
る
指
導
者
研
修
等
を
通

し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
の
能
力
向
上
及

び
活
動
の
活
性
化
を
推
進
し
て
い
く
。

 

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
市
町
村
と
の

連
携
に
よ
る
ク
ラ
ブ
会
員
以
外
を
対
象
と
し
た

事
業
実
施
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
の

ス
ポ
ー
ツ
実
施
機
会
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

 

・
人
材
育
成
や
運
営
に
係
る
研
修
会
を
通
じ
て
ク

ラ
ブ
の
運
営
基
盤
の
強
化
、
経
営
面
や
ス
ポ
ー

ツ
の
指
導
面
に
お
け
る
質
的
向
上
を
図
り
、
成

人
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
向
上
に
つ
な
げ
て
い

く
。
 

・
ク
ラ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
配
置
事
業
に
よ
り
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
対
す
る

指
導
・
助
言
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
よ
る
登
録
認
証
に

向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

 

  （
２
）

 

・
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
向
上
に
向
け
て
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
気
運
の
更
な
る
醸
成
を
図
る

た
め
、
「
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祭
」
に
お
い
て
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
低

い
年
代
や
女
性
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
・
若
者

等
の
参
加
が
増
加
す
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
競

技
、
初
心
者
で
も
参
加
し
や
す
い
競
技
を
新
設

 

主 要 施 策 2
1  

議1-43



 
目
標
 

事
業
実
施
状
況
 

達
成
状
況
と
評
価
 

今
後
の
対
応
・
改
善
点
等
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   ㊵
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
入
賞
数

 

夏
季

4
0
以
上

 
冬
季

15
以
上
 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

夏
季
：

45
 
冬
季
：

2
4（

H
30
）
 

   ㊶
国
民
体
育
大
会
天
皇
杯
順
位

 

2
0
位
台

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】
 

3
4
位
（

H3
0）

 

      ㊷
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
国
際
舞
台
で
活
躍

す
る
選
手
の
輩
出

 

北
京

2
0
22

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
選
手

団
選
手
数
の
１
％
以
上

 

 【
６
教
振
後
期
計
画
策
定
時
】

 

 
－

 

 

   （
３
）
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

 

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

 

・
特
別
強
化
指
定
校
・
特
別
強
化
専
門
部
を
指
定
し

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
令
和
４
年
度
の
全
国
大

会
入
賞
を
目
指
し
て
新
人
強
化
に
重
点
を
置
い
た

競
技
力
向
上
対
策
を
実
施
（
特
別
強
化
指
定
校

20

校
、
特
別
強
化
専
門
部
９
専
門
部
）

 

 （
４
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
育
成
事
業

 

・
国
際
大
会
や
全
国
大
会
な
ど
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
活

躍
す
る
選
手
の
輩
出
を
目
指
し
、
国
民
体
育
大
会

出
場
候
補
選
手
、
指
導
者
等
の
強
化
育
成
を
実
施

 

・
「

YA
M
AG
A
TA

ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
」
を
発
掘
・
育
成

（
在
籍

14
4
名
、
う
ち
新
規

30
名
）
 

・
ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学
（
ア
ス
リ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
）

に
よ
り
選
手
を
支
援
（
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り

未
実
施
）

 

   ○
概
ね
達
成

 
 

夏
季
：

40
 
冬
季
：
８

 

(
夏
季
：
中
止

 
冬
季
：

2
1
(R
2)

) 

※
夏
季
競
技
は
目
標
値

40
を
達
成
し
た

が
、
冬
季
競
技
は
、
ス
キ
ー
・
ス
ケ

ー
ト
競
技
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

の
成
績
が
振
る
わ
な
か
っ
た
。

 

 －
 

(
本
国
体
中
止

(
R2
)
) 

 

※
冬
季
大
会
（
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
）
は
実
施
さ
れ
た
が
、
冬
季

大
会
（
ス
キ
ー
）、

会
期
前
国
体
、
本

国
体
が
中
止
と
な
り
、
天
皇
杯
順
位

は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。

 

   ◎
達
成

 
 

4
.
8％

(
R4
：
北
京

) 

(
0
.
86
％

(
R
3：

東
京

)
) 

 

※
北
京

20
22

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
６

名
（
日
本
選
手
団
数

1
24

名
）
が
選

出
さ
れ
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技

男
子

5
0
0m

に
お
い
て
、
森
重
航
選
手

が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
そ
の
活

躍
は
県
民
に
夢
や
感
動
を
与
え
た
。

 

 
   

す
る
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
県
公
式
Ｓ
Ｎ

Ｓ
掲
載
等
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
。

 

 （
３
）

 

・
全
競
技
で
の
出
場
権
を
獲
得
に
向
け
、
競
技
力

向
上
等
の
た
め
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、
県
内
で
は
体
力
や
基
礎
技
術
等

の
向
上
、
県
外
遠
征
で
は
実
戦
形
式
で
の
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

  （
４
）

 

・
令
和

4
年
度
開
催
予
定
の
第

7
7
回
国
民
体
育

大
会
（
栃
木
国
体
）
に
向
け
、
令
和
３
年
度
ま

で
２
か
年
計
画
で
行
っ
て
き
た
強
化
を
土
台

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
、
更
な
る
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

・
引
き
続
き
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
メ
ダ
リ
ス
ト
育

成
を
目
指
し
て
、
競
技
団
体
と
連
携
し
各
世
代

の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

 

・
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
支
え
た
山
形
県
出
身
の
指
導

者
・
ス
タ
ッ
フ
（
監
督
・
コ
ー
チ
・
ア
ナ
リ
ス

ト
・
ト
レ
ー
ナ
ー
等
）
の
活
躍
は
、
県
内
指
導

者
に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
。
今

後
、
競
技
団
体
・
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
等
と
連
携

し
、
東
京

2
02
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー

と
し
て
経
験
・
成
果
を
生
か
し
て
い
く
。

 

・
Y
AM
A
GA
T
A
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
は
、
在
籍
生
及
び

修
了
生
が
年
代
別
日
本
代
表
と
し
て
国
際
大
会

に
出
場
す
る
な
ど
、
本
県
の
競
技
力
向
上
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
成
果
を
広
く

発
信
す
る
と
と
も
に
、
本
県
ゆ
か
り
の
オ
リ
ン

ピ
ア
ン
や
指
導
者
等
と
連
携
し
、
よ
り
効
果
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
よ
う
内
容
の
改
善
を
図

っ
て
い
く
。

 
 

 

     

 

     

主 要 施 策 2
1  
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番 号
６

教
振

後
期

計
画

の
目

標
指

標
６

教
振

後
期

計
画

策
定

時
現

状
値

６
教

振
後

期
計

画
目

標
値

(
R
3
）

達
成

状
況

実
績

参
考

R
２

実
績

Ⅰ
「
い

の
ち

」
を

大
切

に
し

、
生

命
を

つ
な

ぐ
教

育
を

推
進

す
る

①
自

分
に

は
よ

い
と

こ
ろ

が
あ

る
と

思
う

児
童

生
徒

の
割

合

小
６

：
8
3
.
5
％

中
３

：
7
7
.
8
％

（
H
3
1
.
4
）

小
６

：
8
4
.
5
％

中
３

：
8
0
.
0
％

○
小

６
：

8
0
.
1
％

中
３

：
8
0
.
1
％

小
６

：
7
9
.
4
％

中
３

：
7
9
.
4
％

②
将

来
の

夢
や

目
標

を
持

っ
て

い
る

児
童

生
徒

の
割

合

小
６

：
8
4
.
8
％

中
３

：
7
2
.
3
％

（
H
3
1
.
4
)

小
６

：
8
6
.
5
％

中
３

：
7
3
.
5
％

×
小

６
：

8
0
.
4
％

中
３

：
6
9
.
7
％

小
６

：
8
1
.
2
％

中
３

：
7
2
.
3
％

③
学

校
の

き
ま

り
（

規
則

）
を

守
っ

て
い

る
児

童
生

徒
の

割
合

小
６

：
9
4
.
2
％

中
３

：
9
6
.
2
％

（
H
3
1
.
4
)

1
0
0
％

に
近

づ
け

る
－

－
（

調
査

項
目

削
除

）
－

（
調

査
項

目
削

除
）

④
い

じ
め

の
認

知
件

数
に

占
め

る
、

い
じ

め
が

解
消

し
て

い
る

も
の

の
割

合
（

小
・

中
・

高
・

特
支

）

9
7
.
8
％

（
H
2
9
認

知
分

、
H
3
1
.
3
.
3
1
時

点
）

1
0
0
％

に
近

づ
け

る
◎

9
9
.
6
％

（
R
2
認

知
分

、
R
4
.
3
.
3
1
時

点
）

9
8
.
9
％

（
R
1
認

知
分

、
R
3
.
3
.
3
1
時

点
）

３
　

生
命

の
継

承
の

大
切

　
さ

に
関

す
る

教
育

の
推

　
進

⑤
本

県
独

自
教

材
を

活
用

し
た

授
業

を
実

施
し

た
県

立
高

等
学

校
の

割
合

8
4
.
0
％

（
H
3
0
）

1
0
0
％

◎
1
0
0
％

8
5
.
7
％

Ⅱ
豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
を

育
成

す
る

４
　

教
育

の
原

点
で

あ
る

　
家

庭
教

育
、

幼
児

教
育

　
の

推
進

⑥
保

護
者

用
学

習
資

料
を

活
用

し
た

講
座

・
研

修
会

等
の

実
施

回
数

9
6
回

（
H
3
0
）

1
3
0
回

◎
1
7
3
回

1
3
5
回

５
　

豊
か

な
心

の
育

成

⑦
読

書
が

好
き

な
児

童
生

徒
の

割
合

小
６

：
7
8
.
7
％

中
３

：
6
8
.
7
％

（
H
3
1
.
4
）

小
６

：
7
9
.
5
％

中
３

：
6
9
.
5
％

○
小

６
：

7
5
.
2
％

中
３

：
6
9
.
8
％

－
（

調
査

項
目

削
除

）

６
　

健
や

か
な

体
の

育
成

⑧
毎

日
朝

食
を

摂
っ

て
い

る
児

童
生

徒
の

割
合

小
６

：
8
8
.
9
％

中
３

：
8
7
.
2
％

（
H
3
1
.
4
)

9
0
％

程
度

×
小

６
：

8
6
.
3
％

中
３

：
8
3
.
3
％

小
６

：
8
7
.
9
％

中
３

：
8
5
.
9
％

⑨
子

ど
も

の
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

（
１

日
6
0
分

以
上

）
（

小
学

５
年

生
）

4
0
.
1
%
（

R
1
）

5
0
.
0
％

×
3
9
.
2
％

－
（

調
査

中
止

）

【
付

録
１

】
令

和
３

年
度

　
教

育
委

員
会

の
事

務
の

点
検

・
評

価
　

達
成

状
況

一
覧

表

基
本

方
針

／
主

要
施

策

１
　

「
い

の
ち

の
教

育
」
の

　
推

進

２
　

思
い

や
り

の
心

と
規

範
　

意
識

の
育

成

※
調

査
の

中
止

等
に

よ
り

、
数

値
の

把
握

が
不

可
能

だ
っ

た
も

の

＜
達

成
状

況
＞

目
標

42
項
目
の
う
ち
、

達
成

（
◎

）
：

13
概

ね
達

成
（

○
）

：
５

未
達

成
（

×
）
：

2
1

評
価
不
能

※
（
－
）

：
３
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番 号
６

教
振

後
期

計
画

の
目

標
指

標
６

教
振

後
期

計
画

策
定

時
現

状
値

６
教

振
後

期
計

画
目

標
値

(
R
3
）

達
成

状
況

実
績

参
考

R
２

実
績

基
本

方
針

／
主

要
施

策

Ⅲ
社

会
を

生
き

ぬ
く
基

盤
と

な
る

確
か

な
学

力
を

育
成

す
る

⑩
全

国
学

力
・

学
習

状
況

調
査

で
正

答
率

が
全

国
平

均
以

上
の

科
目

数
5
科

目
中

2
科

目
（

H
3
1
.
4
)

6
科

目
中

4
科

目
×

6
科

目
中

3
科

目
4
科

目
中

2
科

目

⑪
国

語
、

算
数

・
数

学
の

勉
強

が
「

好
き

」
な

児
童

生
徒

の
割

合
が

全
国

平
均

以
上

の
科

目
数

5
科

目
中

2
科

目
（

H
3
1
.
4
)

6
科

目
中

4
科

目
◎

6
科

目
中

4
科

目
4
科

目
中

3
科

目

⑫
国

語
、

算
数

・
数

学
の

授
業

の
内

容
が

「
分

か
る

」
と

答
え

た
児

童
生

徒
の

割
合

が
全

国
平

均
以

上
の

科
目

数

5
科

目
中

2
科

目
（

H
3
1
.
4
)

6
科

目
中

4
科

目
◎

6
科

目
中

4
科

目
4
科

目
中

3
科

目

⑬
学

校
の

教
育

目
標

を
踏

ま
え

た
教

科
横

断
的

な
視

点
の

指
導

計
画

を
作

成
し

て
い

る
学

校
の

割
合

小
６

：
8
5
.
4
％

中
３

：
7
8
.
6
％

（
H
3
1
.
4
)

小
６

：
9
3
.
0
％

中
３

：
8
9
.
5
％

○
小

６
：

9
5
.
1
％

中
３

：
8
6
.
3
％

小
６

：
9
7
.
3
％

中
３

：
8
1
.
5
％

⑭
県

内
大

学
等

へ
の

県
内

進
学

者
の

割
合

3
0
.
8
％

（
H
3
1
.
4
)

3
1
.
5
％

×
2
7
.
9
％

（
R
3
.
4
）

2
7
.
9
％

（
R
2
.
4
）

⑮
医

学
部

医
学

科
、

難
関

大
学

合
格

者
の

割
合

5
％

（
H
3
0
）

5
％

以
上

◎
6
.
7
％

5
.
6
％

Ⅳ
変

化
に

対
応

し
、

社
会

で
自

立
で

き
る

力
を

育
成

す
る

８
　

グ
ロ

ー
バ

ル
化

等
に

　
対

応
す

る
実

践
的

な
力

　
の

育
成

⑯
Ｃ

Ｅ
Ｆ

Ｒ
 
Ａ

１
レ

ベ
ル

相
当

以
上

の
英

語
力

を
取

得
ま

た
は

有
す

る
と

思
わ

れ
る

中
学

生
の

割
合

3
6
.
4
％

（
H
3
0
）

5
0
.
0
％

×
3
8
.
9
％

－
（

調
査

中
止

）

⑰
Ｃ

Ｅ
Ｆ

Ｒ
 
Ａ

２
レ

ベ
ル

相
当

以
上

の
英

語
力

を
取

得
ま

た
は

有
す

る
と

思
わ

れ
る

高
校

生
の

割
合

4
3
.
2
%
（

H
3
0
）

5
0
.
0
％

×
4
6
.
9
%

－
（

調
査

中
止

）

⑱
Ｃ

Ｅ
Ｆ

Ｒ
 
Ｂ

２
レ

ベ
ル

の
英

語
力

の
あ

る
英

語
担

当
教

員
の

割
合

中
：

2
9
.
1
％

高
：

6
0
.
3
％

（
H
3
0
）

中
：

5
0
.
0
％

高
：

8
5
.
0
％

×
中

：
3
5
.
6
％

高
：

7
3
.
1
％

－
（

調
査

中
止

）

⑲
地

域
課

題
の

解
決

に
向

け
た

探
究

型
学

習
に

取
り

組
む

県
立

高
校

の
割

合
6
5
.
4
％

（
R
1
）

7
0
.
0
%

◎
9
8
.
1
％

8
8
.
5
％

７
　

主
体

的
・
協

働
的

な
　

学
び

に
よ

る
確

か
な

学
　

力
の

育
成

と
個

々
の

能
　

力
を

最
大

限
に

伸
ば

す
　

た
め

の
環

境
整

備

 -
 4
1 
-
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番 号
６

教
振

後
期

計
画

の
目

標
指

標
６

教
振

後
期

計
画

策
定

時
現

状
値

６
教

振
後

期
計

画
目

標
値

(
R
3
）

達
成

状
況

実
績

参
考

R
２

実
績

基
本

方
針

／
主

要
施

策

⑳
児

童
生

徒
の

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
を

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

教
員

の
割

合
7
2
.
8
％

（
H
3
1
.
3
）

7
3
.
5
％

◎
7
4
.
8
％

7
6
.
3
％

㉑
学

校
に

お
け

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

環
境

の
整

備
（

県
立

高
校

に
お

け
る

無
線

Ｌ
Ａ

Ｎ
整

備
率

）
1
9
.
6
％

（
H
3
1
.
3
）

4
0
.
0
％

◎
7
1
.
7
％

6
9
.
6
％

再 掲
将

来
の

夢
や

目
標

を
持

っ
て

い
る

児
童

生
徒

の
割

合
【

②
の

再
掲

】

小
６

：
8
4
.
8
％

中
３

：
7
2
.
3
％

（
H
3
1
.
4
)

小
６

：
8
6
.
5
％

中
３

：
7
3
.
5
％

(
×

)
小

６
：

8
0
.
4
％

中
３

：
6
9
.
7
％

小
６

：
8
1
.
2
％

中
３

：
7
2
.
3
％

㉒
難

し
い

こ
と

で
も

失
敗

を
お

そ
れ

な
い

で
挑

戦
す

る
児

童
生

徒
の

割
合

小
６

：
8
1
.
4
％

中
３

：
7
4
.
5
％

（
H
3
1
.
4
）

小
６

：
8
3
.
0
％

中
３

：
7
6
.
0
％

×
小

６
：

7
4
.
8
％

中
３

：
7
0
.
4
％

小
６

：
7
4
.
3
％

中
３

：
7
0
.
8
％

再 掲
県

内
大

学
等

へ
の

県
内

進
学

者
の

割
合

【
⑭

の
再

掲
】

3
0
.
8
％

（
H
3
1
.
4
)

3
1
.
5
％

(
×

)
2
7
.
9
％

（
R
3
.
4
）

2
7
.
9
％

（
R
2
.
4
）

㉓
高

校
生

の
県

内
就

職
率

　
※

県
内

就
職

内
定

者
数

／
　

　
　

　
　

全
就

職
内

定
者

数
7
7
.
9
％

（
H
3
0
）

8
0
.
0
％

以
上

◎
8
0
.
5
％

8
0
.
1
％

㉔
就

職
を

希
望

し
て

い
る

高
校

生
の

就
職

率
9
9
.
5
％

（
H
3
0
）

1
0
0
％

×
9
9
.
2
％

9
9
.
2
％

Ⅴ
特

別
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

教
育

を
推

進
す

る

1
1
　

特
別

支
援

教
育

の
  
 充

実

㉕
特

別
支

援
学

校
に

お
け

る
特

別
支

援
学

校
教

諭
免

許
状

保
有

率
8
9
.
5
％

（
H
3
0
）

9
2
.
0
％

◎
9
6
.
4
％

9
4
.
8
％

㉖
障

が
い

の
あ

る
幼

児
児

童
生

徒
に

対
す

る
「

個
別

の
指

導
計

画
」

の
作

成
率

（
通

級
に

よ
る

指
導

、
通

常
の

学
級

）

通
級

7
4
.
0
％

通
常

9
3
.
4
％

（
R
1
）

通
級

1
0
0
％

通
常

9
7
.
0
％

－
(
参

考
:
小

中
)

通
級

：
9
2
.
6
％

通
常

：
9
4
.
7
％

通
級

：
9
1
.
9
％

通
常

：
9
3
.
7
％

９
　

ＩＣ
Ｔ

を
活

用
し

た
情

報
　

活
用

能
力

の
育

成

1
0
　

自
己

実
現

を
図

る
た

  
 め

の
勤

労
観

・
職

業
観

  
 の

育
成
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番 号
６

教
振

後
期

計
画

の
目

標
指

標
６

教
振

後
期

計
画

策
定

時
現

状
値

６
教

振
後

期
計

画
目

標
値

(
R
3
）

達
成

状
況

実
績

参
考

R
２

実
績

基
本

方
針

／
主

要
施

策

Ⅵ
魅

力
に

あ
ふ

れ
、

安
心

・
元

気
な

学
校

づ
く
り

を
推

進
す

る

㉗
複

数
月

平
均

の
超

過
勤

務
時

間
が

8
0
時

間
を

超
え

る
教

員
数

　
小

:
8
7
人

　
　

中
:
4
4
5
人

特
支

：
2
人

　
高

校
：

4
4
1
人

（
R
1
.
1
0
）

前
年

度
よ

り
4
0
％

減
×

前
年

度
よ

り
小

：
3
0
％

減
中

：
2
9
％

減
特

：
　

－
あ

高
：

3
6
％

増

前
年

度
よ

り
8
0
.
1
％

減

㉘
健

康
診

断
時

に
お

け
る

要
精

密
検

査
該

当
者

の
精

密
検

査
受

診
率

（
教

職
員

）
9
1
.
3
％

（
H
3
0
）

9
7
.
0
%

×
8
9
.
4
％

8
9
.
8
％

㉙
学

校
管

理
下

に
お

け
る

事
故

災
害

で
負

傷
す

る
児

童
生

徒
の

割
合

8
.
1
％

（
H
3
0
）

8
.
0
%
未

満
◎

7
.
3
％

6
.
3
％

Ⅶ
郷

土
に

誇
り

を
持

ち
、

地
域

社
会

の
担

い
手

と
な

る
心

を
育

成
す

る

㉚
地

域
の

行
事

に
参

加
し

て
い

る
児

童
生

徒
の

割
合

小
６

：
8
5
.
7
％

中
３

：
6
5
.
9
％

（
H
3
1
.
4
）

小
６

：
9
0
.
0
％

中
３

：
7
0
.
0
％

×
小

６
：

7
1
.
6
％

中
３

：
5
5
.
3
％

小
６

：
7
7
.
0
％

中
３

：
5
9
.
8
％

㉛
地

域
や

社
会

を
よ

く
す

る
た

め
に

何
を

す
べ

き
か

考
え

る
児

童
生

徒
の

割
合

小
６

：
6
1
.
1
％

中
３

：
4
8
.
7
％

（
H
3
1
.
4
）

小
６

：
6
5
.
0
％

中
３

：
5
2
.
0
％

×
小

６
：

5
5
.
4
％

中
３

：
5
0
.
3
％

小
６

：
5
7
.
0
％

中
３

：
5
4
.
6
％

㉜
「

ふ
る

さ
と

塾
」

の
活

動
に

賛
同

し
て

伝
承

活
動

を
す

る
団

体
数

3
0
5
団

体
（

R
1
）

3
0
7
団

体
×

3
0
2
団

体
2
9
7
団

体

㉝
「

未
来

に
伝

え
る

山
形

の
宝

」
登

録
制

度
に

よ
る

登
録

市
町

村
数

2
3
市

町
村

（
H
3
0
）

2
8
市

町
村

×
2
5
市

町
村

2
5
市

町
村

Ⅷ
活

力
あ

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
形

成
に

向
け

、
地

域
の

教
育

力
を

高
め

る

1
7
　

学
校

・
家

庭
・
地

域
の

  
 連

携
・
協

働
の

推
進

㉞

地
域

学
校

協
働

本
部

の
仕

組
み

を
生

か
し

、
地

域
住

民
等

と
の

協
働

に
よ

る
活

動
が

行
わ

れ
て

い
る

公
立

小
中

学
校

の
割

合

3
5
.
4
%
（

H
3
0
）

5
5
.
0
％

○
5
1
.
4
%

4
9
.
7
%

㉟
高

校
生

の
う

ち
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
参

加
し

た
生

徒
の

割
合

8
2
.
7
％

（
H
3
0
）

8
8
.
0
％

×
7
9
.
5
％

8
0
.
7
％

㊱
地

域
活

動
に

取
り

組
む

青
年

グ
ル

ー
プ

数
2
7
市

町
村

7
5
団

体
（

H
3
0
）

全
市

町
村

7
8
団

体
×

2
3
市

町
村

6
6
団

体
2
3
市

町
村

6
5
団

体

1
9
　

地
域

の
教

育
力

を
高

　
 め

る
生

涯
学

習
環

境
の

　
 充

実
㊲

公
民

館
等

で
開

催
さ

れ
て

い
る

各
種

事
業

・
講

座
等

へ
の

参
加

人
数

5
2
3
,
7
6
1
人

（
H
2
9
）

5
4
7
,
4
0
0
人

×
2
6
5
,
0
2
5
人

1
7
6
,
0
7
5
人

1
2
　

子
ど

も
の

学
習

意
欲

  
 を

喚
起

す
る

環
境

づ
く
り

  
 の

推
進

1
5
　

郷
土

愛
を

育
み

、
地

  
 域

と
協

働
す

る
教

育
の

  
 推

進

1
6
 　

山
形

の
宝

の
保

存
　

 活
用

・
継

承

1
8
　

青
少

年
の

地
域

力
の

  
 育

成
・
地

域
活

動
の

 　
促

進

 -
 4
3 
-
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番 号
６

教
振

後
期

計
画

の
目

標
指

標
６

教
振

後
期

計
画

策
定

時
現

状
値

６
教

振
後

期
計

画
目

標
値

(
R
3
）

達
成

状
況

実
績

参
考

R
２

実
績

基
本

方
針

／
主

要
施

策

Ⅸ
地

域
に

活
力

を
与

え
る

文
化

と
ス

ポ
ー

ツ
を

推
進

す
る

2
0
　

県
民

に
喜

び
と

心
の

  
 安

ら
ぎ

を
与

え
る

文
化

　
 の

推
進

㊳
県

立
文

化
施

設
等

の
来

館
者

数
8
7
0
,
2
0
0
人

（
H
2
9
）

1
0
0
万

人
×

9
2
6
,
8
2
6
人

5
8
3
,
2
4
2
人

㊴
成

人
の

週
1
回

以
上

の
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

3
9
.
5
%
（

R
1
）

5
3
.
1
％

×
5
0
.
1
％

－
（

調
査

な
し

）

㊵
イ

ン
タ

ー
ハ

イ
入

賞
数

夏
季

：
4
5
（

H
3
0
）

冬
季

：
2
4
（

H
3
0
）

夏
季

：
4
0
以

上
冬

季
：

1
5
以

上
○

夏
季

：
4
0

冬
季

：
 
8

夏
季

中
止

冬
季

：
2
1

㊶
国

民
体

育
大

会
天

皇
杯

順
位

3
4
位

（
H
3
0
）

2
0
位

台
－

－
（

国
体

中
止

）
－

（
本

国
体

中
止

）

㊷
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
等

国
際

舞
台

で
活

躍
す

る
選

手
の

輩
出

－
日

本
選

手
団

選
手

数
の

１
％

以
上

◎
4
.
8
％

(
R
4
 
北

京
）

0
.
8
6
％

（
R
3
 
東
京
）

2
1
　

県
民

に
元

気
と

感
動

  
 を

与
え

る
ス

ポ
ー

ツ
の

  
 推

進
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                         後　期　計　画 前　期　計　画

基本方針 主要施策 主要施策

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

 

Ⅴ  　

 

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

 

Ⅸ

20  競技スポーツの推進

19  地域の教育力を高める生涯学習環境の充実 18  地域の教育力を高める生涯学習環境の充実

地域に活力を与える
 文化とスポーツを

推進する

20  県民に喜びと心の安らぎを与える文化の推進

21  県民に元気と感動を与えるスポーツの推進 19  生涯スポーツの推進

17  学校・家庭・地域の連携・協働の推進 16  学校と家庭・地域との連携・協働の推進

 活力あるコミュニティ
形成に向け､

地域の教育力を高める
18  青少年の地域力の育成・地域活動の促進 17  青少年の地域力発揮

 郷土に誇りを持ち、
地域社会の担い手となる

心を育成する

15  郷土愛を育み、地域と協働する教育の推進 14  郷土愛を育む教育の推進

16  山形の宝の保存活用・継承 15  山形の宝の保存活用・継承

13  時代の進展に対応した学校づくりの推進 12  時代の進展に対応した学校づくりの推進

14  私立学校の振興 13  私立学校の振興

 特別なニーズに
対応した教育を

推進する
11  特別支援教育の充実 10  特別支援教育の充実

12
 子どもの学習意欲を喚起する環境づくりの推
 進

11  信頼される学校づくりの推進
 魅力にあふれ、
安心･元気な
学校づくりを
推進する

9  ＩＣＴを活用した情報活用能力の育成

10  自己実現を図るための勤労観・職業観の育成 9
 社会的自立に向けた勤労観・職業観の育成
　～体系的なキャリア教育の推進と
　　　若者の県内定着・県内回帰の促進～

 社会を生きぬく
基盤となる

 確かな学力を育成する
7

 主体的・協働的な学びによる確かな学力の
 育成と個々の能力を最大限に伸ばすための
 環境整備

7
 個々の能力を最大限に伸ばすための
 環境整備と確かな学力の育成

8  グローバル化等に対応する実践的な力の育成 8  変化に対応する実践的な力の育成

 変化に対応し、
社会で自立できる力を

育成する

 豊かな心と
健やかな体を
 育成する 5  豊かな心の育成 5  豊かな心の育成

6  健やかな体の育成 6  健やかな体の育成

3  生命の継承の大切さに関する教育の推進 3  生命の継承の大切さに関する教育の推進

4  教育の原点である家庭教育、幼児教育の推進 4  教育の原点である家庭教育、幼児教育の推進

【付録２】 ６教振の主要施策体系

1  「いのちの教育」 の推進 1  「いのちの教育」 の推進

「いのち」を大切にし、
生命をつなぐ教育を

推進する 2  思いやりの心と規範意識の育成 2  思いやりの心と規範意識の育成

-
45
-
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